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1 検討経緯 

「三茶のミライ」では、学識経験者や地元有識者などで構成する「三軒茶屋駅周辺

まちづくり検討委員会（以下、「まちづくり検討委員会」という。）」、多様な主体が参

加する「三軒茶屋駅周辺まちづくり会議（以下、「まちづくり会議」という。」）」、ま

ちづくりを推進していくための「三軒茶屋駅周辺まちづくりシンポジウム（以下、

「まちづくりシンポジウム」という。）」、庁内関係者による会議体である「三軒茶屋

駅周辺まちづくり戦略会議（以下、「戦略会議」という。）」及び「三軒茶屋駅周辺ま

ちづくり作業部会（以下、「作業部会」という。）」によって、以下のとおり検討しま

した。 

 

時期 会議名称など 主な議題 

平成 31年 

３月 31日 

三軒茶屋駅周辺まちづ

くり基本方針策定 
－ 

４月８日 第１回戦略会議 ・基本計画検討の進め方 

・今後の予定 

・意見交換 

令和元年 

５月 22日 

第１回作業部会 

（ワークショップ） 

【テーマ①】 三軒茶屋におけるミライの

まちづくりコンセプトの議論 

【テーマ②】 コンセプトを実現させる機

能についての議論 

６月５日 第２回戦略会議 ・今後のまちづくり検討スケジュール 

・第１回作業部会の報告 

・三軒茶屋駅周辺まちづくり推進支援委   

 託 

・（仮称）三軒茶屋駅周辺まちづくり検討

委員会、（仮称）三茶ミライ会議(プラ

ットフォーム)の設置運営について 

・意見交換 

６月 14日 第２回作業部会 

（ワークショップ） 

【テーマ①】 未来の三軒茶屋駅周辺マッ

プを作成 

【テーマ②】 先⾏事例検討につながるヒ

アリング先を検討 

７月 16日 第３回作業部会 ・第１、２回作業部会整理成果 

・今後のスケジュールについて 

・(仮称)三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

の内容、シンポジウム企画(案)につい

て 
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時期 会議名称など 主な議題 

７月 18日 第３回戦略会議 ・第２回作業部会の報告 

・三軒茶屋駅周辺まちづくりの検討体

制、基本計画策定スケジュールについ

て 

・検討委員会の進め方について 

・（仮称）三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

（プラットフォーム）について 

・シンポジウム企画案について 

８月 20日 第１回 

まちづくり検討委員会 

・委員長、副委員長の選出 

・検討委員会の運営 

・今後の進め方について 

10月 17日 第４回戦略会議 ・第１回まちづくり検討委員会の報告 

・（仮称）三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

及びシンポジウム企画案について 

10月 26日 第１回まちづくり会議

（ワークショップ） 

【テ ー マ】 あなたが知っている三茶

の魅力をみんなにシェアしよう 

【ワーク①】 「三茶のいいね」を共有し

よう 

【ワーク②】 「三茶の魅力再発見マッ

プ」をつくろう 

11月９日 第２回まちづくり会議

（ワークショップ） 

【テ ー マ】 「イマ」を「ミライ」に近

づけるアクションを考えよう！ 

【ワーク①】 三茶の「ミライ」を思い描

こう 

【ワーク②】 「ミライ」へ向けたアクシ

ョンを考えよう 

12月３日 第２回 

まちづくり検討委員会 

・まちづくりシンポジウムのプログラム

案について 

・今後の進め方について 

12月 22日 まちづくり 

シンポジウム 

【目的】 

区民へまちづくりの取組みを広める 

【プログラム】 

・基調講演 

・世田谷区による取組み報告 

・トークセッション 

令和２年 

１月 28日 

第５回戦略会議、 

第４回作業部会 

・今年度の取組みの報告 

・（仮称）三茶のミライ（基本計画）につ

いて 

３月 11日 第５回作業部会 ・（仮称）三茶のミライ（基本計画）につ

いて 

・まちづくり会議の運営について 
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時期 会議名称など 主な議題 

４月３日 第６回作業部会 ・これまでの取組みについて 

・（仮称）三茶のミライ（基本計画）の策

定について 

・まちづくり会議の運営について 

・まちづくりの PR について 

・今後のスケジュールについて 

４月９日 第６回戦略会議 ・これまでの経緯 

・（仮称）三茶のミライ（基本計画）につ

いて 

・まちづくり会議案について 

・まちづくりの PR について 

・今後のスケジュールについて 

４月 17日 

～５月 18日 

まちづくり検討委員 

意見交換 

・（仮称）三茶のミライ（基本計画）につ

いて 

・まちづくり会議について 

・今後のスケジュールについて 

６月 22日 第３回 

まちづくり検討委員会 

・（仮称）三茶のミライ（基本計画）につ

いて 

・まちづくりプラットフォームついて 

７月 1日 

～７月 31日 

まちづくり PRコーナ

ー設置 
－ 

９月３日 まちづくり検討委員会

学識経験者との 

意見交換 

・未来像と未来像を実現したまちのイメ

ージについて 

・まちづくり推進体制の方向性について 

10月 27日 まちづくり検討委員会

学識経験者との 

意見交換 

・未来像と未来像を実現したまちのイメ

ージについて 

・取組みについて 

・まちづくり推進体制の方向性について 

・まちづくり会議の開催方法について 

11月 30日 第７回作業部会 ・（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案

たたき台について 

・第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

開催 

・今後のスケジュールについて 

12月９日 第７回戦略会議 ・（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案

たたき台について 

・第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

開催 

・今後のスケジュールについて 
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時期 会議名称など 主な議題 

12月 24日 第４回 

まちづくり検討委員会 

・未来像について 

・取組みについて 

・（仮称）三茶のミライ（基本計画）につ

いて 

・まちづくり会議プログラムについて 

令和３年 

１月 16日 

第３回まちづくり会議 【テーマ】“三茶”でのまちづくりを推進

する担い手と一緒にまちのミライを考

える 

【プログラム】 

・三茶のミライの検討状況 

・まちづくりの活動者による活動紹

介、意見交換 

・今後に向けて 

３月１日 第８回作業部会 ・（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案

たたき台について 

・第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

について 

・三軒茶屋駅周辺まちづくり NEWS第２号

について 

３月 19日 第８回戦略会議 ・（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案

たたき台について 

・第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

について 

・三軒茶屋駅周辺まちづくり NEWS第２号

について 

・今後のスケジュールについて 

３月 25日 第５回 

まちづくり検討委員会 

・（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案

たたき台について 

・第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

について 

・今後のスケジュールについて 

６月３日 第９回作業部会 ・（仮称）三茶のミライ（三軒茶屋駅周辺

まちづくり基本計画）素案について 

・スケジュールについて 

６月 17日 第９回戦略会議 ・（仮称）三茶のミライ（三軒茶屋駅周辺

まちづくり基本計画）素案について 

・今後のスケジュールについて 

６月 29日 第６回 

まちづくり検討委員会 

・（仮称）三茶のミライ（三軒茶屋駅周辺

まちづくり基本計画）素案について 

・今後のスケジュールについて 

９月 15日 

～10月６日 

区民意見募集 

実施 
－ 
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時期 会議名称など 主な議題 

９月 25日 第４回まちづくり会議 【プログラム】 

・（仮称）三茶のミライ（素案）の報告 

・検討委員会委員長メッセージ 

・トークセッション 

・意見交換 

10月８日 第 10回作業部会 ・三茶のミライ（三軒茶屋駅周辺まちづ

くり基本計画）案について 

・区民意見募集について 

・第４回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

の結果報告 

・スケジュールについて 

10月 15日 第 10回戦略会議 ・素案への区民意見と区の考え方 

・案の内容及び素案から案への主な変更

内容 

・今後のスケジュールについて 

10月 21日 第７回 

まちづくり検討委員会 

・素案への区民意見と区の考え方 

・案の内容及び素案から案への主な変更

内容 

・今後のスケジュールについて 
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ワークショップの様子 

第１回まちづくり会議 第２回まちづくり会議 

  

まちづくりシンポジウム 第３回まちづくり会議 

  

第４回まちづくり会議 
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2 まちづくり検討委員会 

（1） 委員構成 

委員構成は、以下の通りです。 

委員会の詳細資料については、区のホームページ「三軒茶屋駅周辺まちづくり検

討委員会について（※１）」に掲載しています。 

 

構成 分野 氏名 経歴など 

学識 

経験者 

都市計画、景観 

ランドスケープ 
坂井 文 

東京都市大学  

都市生活学部都市生活学科教授 

交通計画 

交通工学 
寺内 義典 

国士舘大学理工学部  

理工学科教授 

建築史・意匠 

都市計画・建築計画 
杉浦 久子 

昭和女子大学  

生活科学部環境デザイン学科教授 

都市・地域経営  

公共空間利活用 
萩野 正和 

一般社団法人 STUDIO MOC代表理事 

株式会社 connel 代表取締役 

社会政策学 

ソーシャルビジネス 
中島 智人 

産業能率大学  

経営学部経営学科教授 

アーツ・マネジメント 曽田 修司 
跡見学園女子大学 

マネジメント学部教授・副学長 

地元 

有識者 

など 

町会 
堀江 鉄拡 太子堂連合町会長 

杉江 敏治 三軒茶屋町会長 

商店街 飯島 祥夫 三軒茶屋銀座商店街振興組合理事長 

事業者 
久慈 正幸 

東急株式会社 

沿線開発事業部開発第一グループ統括部長 

吉田 亮介 三茶ワークカンパニー株式会社代表取締役 

世田谷区 

副区長（都市整備政策部担任副区長） 

技監 

世田谷総合支所長 

政策経営部長 

生活文化政策部長 

経済産業部長 

都市整備政策部長 

事務局：世田谷区都市整備政策部市街地整備課 

 

 

（※１）https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/sumai/003/002/001/d00181179.html  

https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/sumai/003/002/001/d00181179.html
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（2） 検討委員会要綱 

世田谷区三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会設置要綱 

令和元年７月３１日 

３１世市整第１３１号 

（目的及び設置） 

第１条 （仮称）三軒茶屋駅周辺まちづくり基本計画（以下「計画」という。）につ

いて、三軒茶屋駅周辺まちづくり戦略会議（三軒茶屋駅周辺まちづくり戦略会議設

置要綱（令和元年６月３日３１世市整第６９号）第１条に規定する会議をいう。）

の検討及び調査を踏まえ、専門的かつ幅広く計画の検討及び調査を行うため、世田

谷区三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について所掌する。 

（１） 計画の検討及び調査に関すること 

（２） 区民、事業者等の参加によるまちづくりの推進に関すること 

（３） 前２号に掲げるもののほか、委員長が必要と認める事項 

（組織） 

第３条 委員会は、別表に掲げる委員をもって組織する。 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、区長が委嘱した日から令和４年３月３１日までとする。 

（委員長） 

第５条 検討委員会に委員長１名、副委員長１名を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたと

きは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会は、委員長が招集する。 

２ 委員会は、委員の２分の１以上の出席がなければ、会議を開くことができない。 

３ 委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、その意見、

説明等を聴き、又は委員以外の者に必要な資料の提出を求めることができる。 

（部会） 

第７条 委員会は、必要があると認めるときは、委員会に部会を設けることができ

る。 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、都市整備政策部市街地整備課で処理する。 
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（委任） 

第９条 この要綱の施行について必要な事項は、都市整備政策部長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、令和元年７月３１日から施行し、令和４年３月３１日限り、その効力を失

う。 

附 則（令和２年４月１日２世市整第１０９号） 

この要綱は、令和２年４月１日から施行し、令和３年３月３１日限り、その効力を失う

。 

附 則（令和３年３月１７日２世市整第３４２号） 

この要綱は、令和３年３月１７日から施行する。 

附 則（令和３年４月１日３世市整第１０号） 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

 

別表（第３条関係） 

世田谷区三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会委員名簿 

構成 分野等 

学識経験者 都市計画 

交通計画 

建築計画 

都市・地域経営 

産業 

文化 

地元有識者等 商店街代表 

民間事業者 

町会代表 

世田谷区 副区長（都市整備政策部担任副区長） 

技監 

世田谷総合支所長 

政策経営部長 

生活文化政策部長 

経済産業部長 

都市整備政策部長 

備考 委員長は、学識経験者の委員から選出する。  
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（3） 検討委員会 議事概要 

議事概要 

会議の名称 第１回三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会 

開催日時 令和元年８月２０日 １８時００分 から ２０時４０分まで 

開催場所 世田谷区民会館別館 三茶しゃれなあどホール（スワン） 

出 席 者 

(敬称略) 

学識経験者：坂井文、寺内義典、杉浦久子、萩野正和、曽田修司 

地元有識者等：飯島祥夫、小川隆夫（西村委員代理）、吉田亮介、杉江敏治 

世田谷区：区長、副区長（都市整備政策部担任副区長）、世田谷総合支所長、生

活文化部長、経済産業部長、都市整備政策部長 以上１５名 

議  題 １ 開会 ２ 区長挨拶 ３ 出席者紹介・挨拶 

４ 議事 

（１）委員長、副委員長の選出 

（２）三軒茶屋駅周辺まちづくりの経緯 

（３）検討委員会の運営 

（４）今後の進め方 

①三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会について 

②（仮称）三軒茶屋駅周辺まちづくり会議及び区民参加について 

５ その他意見交換 ６ 閉会 

議事概要 

 

１ 議事結果【検討委員会案】 

・ワークショップ① (10月下旬参加者プレゼン大会＋意見交換 

・ワークショップ② (11月上旬第１回ワークショップの内容の深堀 

・シンポジウム又はワークショップ③ (12月))⇒今後検討委員会で議論 

２ 委員からの主な意見 

①三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会について 

「三軒茶屋の課題について」 

・近接住宅街とバランスのとれた商店街の活性化が難しい。交流の場として

空き家を活用するなどして、人の行き交うまちにしていきたい。 

・都市再生が喫緊の課題と認識されていないため、変化する周辺のまちに取

り残される可能性が高い。 

・まちづくりのアイデアを持つ区民や行政が繋がっていない。繋がりを持つ

ことで現状を把握することもできる。 

・駅前を中心とした公共的な空間が不足し、滞留する場所が少ない。 

②（仮称）三軒茶屋駅周辺まちづくり会議及び区民参加について 

・区民の方の、「強みを活かしたい」「改善し、プラスに変えたい」などの意

見や、まちの特徴・関わり方などをワークショップでとらえたい。 

・まちを良くするアイデアを表現できる場をまちづくり会議に設けるべきで

はないか。 

・地域にある大学の学生を活用してまちづくりの検討を進めてほしい。 

以 上 
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議事概要 

会議の名称 第２回三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会 

開催日時 令和元年１２月３日 １８時００分 から ２０時１０分まで 

開催場所 文化生活情報センター 生活工房（ワークショップルームＡ） 

出 席 者 

(敬称略) 

学識経験者：坂井文、寺内義典、杉浦久子、萩野正和、中島智人 

地元有識者等：飯島祥夫、久慈正幸（西村委員代理）、吉田亮介、堀江鉄拡 

世田谷区：副区長（都市整備政策部担任副区長）、世田谷総合支所長、政策経営

部副参事（政策経営部長代理）、生活文化部長、経済産業部長、都市整備政策部

長 以上１５名 

議  題 １ 開会 ２ （仮称）三軒茶屋駅周辺まちづくり会議開催報告 

３ 議事 

（１）シンポジウムのプログラム案について 

（今後の進め方について） 

４ その他意見交換 ５ 閉会 

議事概要 

 

１ 議事結果【検討委員会案】 

・シンポジウムのプログラム案について確認 

・（仮称）三茶のミライ（基本計画）（以下、三茶のミライ）のたたき台の作成 

２ 委員からの主な意見 

① シンポジウムのプログラム案について 

・まちの将来像よりもまちづくりを進めていくためのプロセスに着目したほ

うがいい。 

・小さい活動などの共感を集め、横で繋げることでまちの活性化に繋げたい。 

・住民の方々がどういった参加の余地があるのかを強調されたほうが良い。

また、実際に活動している人の価値や他地域でも参考になる普遍的な本質

の部分を話していただけることを期待している。 

・まちづくり会議の結果をどのように見せるかが重要。 

② 今後の進め方について 

・三茶のミライを時代に合わせて変えていくのは良い。 

・三茶のミライの必要な要素として役割分担は必要である。 

・三茶のミライを作るだけにはしたくない。三茶のミライを踏まえて、住民

や商店街など各主体がより詳細な計画や取組みを展開してもらいたい。 

・パイロット事業を早い段階に実施し、取組みを動かしながらどういった仕

組みにしていくか考えていく。 

・公共空間の障壁は許認可関係である。そこをサポートするだけでも色々な

取組みが生まれるのではないか。 

以 上 
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議事概要 

会議の名称 第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会 

開催日時 令和２年６月２２日 １８時００分 から ２０時３０分まで 

開催場所 世田谷区民会館別館 三茶しゃれなあどホール 集会室(スワン＋ビーナス) 

出 席 者 

(敬称略) 

【学識経験者】坂井文、杉浦久子、萩野正和、中島智人(ｵﾝﾗｲﾝ)、曽田修司【地

元有識者等】飯島祥夫、久慈正幸(西村委員代理)、吉田亮介、杉江敏治【世田

谷区】副区長(都市整備政策部担当副区長)、世田谷総合支所長、政策企画課係

長(政策経営部長代理）、生活文化政策部長、経済産業部長、都市整備政策部長

(１５名) 

議  題 １ 開会 ２ 経緯報告 

３ 議事   （１）議事概要 

（２）（仮称）三茶のミライ（基本計画）について 

（３）まちづくりプラットフォームの検討について 

４ 報告・確認（１）今後のスケジュール（予定） 

（２）まちづくりのＰＲについて 

（３）次回の検討委員会検討項目の確認 

５ その他意見交換 ６ 閉会 

議事概要 

 

１ 議事結果【検討委員会案】 

・新型コロナウイルスに関する計画検討の考え方（未来像に大きな変更無し） 

・９つの未来像の表現の修正 

・未来像実現に向けた取り組み検討作業方法の確認 

・自立的なまちづくり推進体制の構築に向けた事例調査の実施方針の確認 

２ 委員からの主な意見 

① （仮称）三茶のミライ（基本計画）について 

・未来像は全く変わらないと断定するものではないが、三軒茶屋の新たな可

能性については、基本計画 1章を補強する形で反映したい。 

・基本方針は時代に応じて変えていくものとしている。今後、取組みが見え

てきた段階で、コロナによる社会変化も含有する表現にできると良い。 

・交通機能強化の姿勢をもっと表に出してもよいのではないか。 

・劇場含む文化施設はコロナの影響によるダメージが大きい業界であり、公

立文化施設の既存の運用意識を変えていかなければいけない。 

・三軒茶屋は「下町」というよりも、界隈文化のニュアンスが近い。 

・オンラインで表現を享受できる時代に、作り手が三茶に集まっていると、

三茶の多様性に繋がり、面白いのではないだろうか。 

・基本方針の９つの方策に対応した未来像を表現した方が良いのでは。まち

づくり会議の意見を入れようとするあまり、表現がぼやけていると感じた。 

・未来像実現への取り組みを整理する際に、実施主体を民間に移すなど、事

業の実施に合わせて組織を充実させていく視点があると良い。 

② まちづくりプラットフォームの検討について 

・事例調査において、既存のものを利活用するまちづくりの視点も必要では

ないか。 

・商店街や町の美観が保たれる機能についても注目して調査してほしい。 

・体制がなくても面白い組織はある。裏側の仕組みは良い情報となるのでは。 

・目的ごとに事例を集めたり、事例から目的をみる視点もあると良い。 

以上 



13 

議事概要 

会議の名称 第４回三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会 

開催日時 令和２年１２月２４日 ９時１５分 から １１時００分まで 

開催場所 世田谷区民会館別館 三茶しゃれなあどホール 集会室(スワン＋ビーナス) 

出 席 者 

(敬称略) 

【学識経験者】坂井文、寺内義典、杉浦久子、中島智人【地元有識者等】飯

島祥夫、久慈正幸、吉田亮介、杉江敏治【世田谷区】世田谷総合支所長、経

済産業部長、都市整備政策部長（１１名） 

議  題 １ 開 会 

２ 議 事 （１）（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案たたき台 

（２）第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議開催 

３ 報告・確認 （１）今後のスケジュール 

（２）次回の検討委員会検討項目の確認 

４ 閉 会 

議事概要 １ 議事結果【検討委員会案】 

（１）（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案たたき台について 

・第 1 章、第 2章の方向性は概ね修正なし。 

・第 3 章は未来像の表現、イラストの描き方等修正し、取組みについては

次回委員会でも議論する。 

・第 4 章の方向性についての修正は概ねなく、具体な内容については次回

委員会でも引き続き議論する。 

（２）第 3回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議の開催について 

・まちづくり会議について、事務局の提案の通り開催する。 

２ 委員からの主な意見 

（１）（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案たたき台について 

・9つの未来像全体の絵を描くより、未来像ごとに描き、未来像ごとのシー

ンが浮かびやすいような絵の方がよいかもしれない。 

・未来像 2 の取組みについて、拾い切れていない既存の区の活動等がある

感じがする。 

・勇気をもって思い切った未来像を出してもよいのではないか。 

・未来像 9 は新型コロナウイルス感染症のことも踏まえ、防疫などに対す

る考え方が盛り込まれた方がよい。 

・この計画では近い未来のことに視点を置き、記載した方がよい。 

・絵をどうするかよりも、キャッチコピーが大事ではないか。 

・まちづくりをしていく場が重要であり、その場を工夫し、確立させれば

まちづくりの方向性や色が見えてくる。 

３ 第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議開催について 

・会議の成果としてアンケートが重要となってくる。 

以上 
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議事概要 

会議の名称 第５回三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会 

開催日時 令和３年３月２５日 １８時００分 から ２０時００分まで 

開催場所 生活工房 ワークショップルーム B 

出 席 者 

(敬称略) 

【学識経験者】坂井文、杉浦久子、寺内義典、萩野正和、中島智人、曽田修

司(オンライン)【地元有識者等】飯島祥夫、中村氏(久慈委員代理)、吉田亮

介【世田谷区】副区長(都市整備政策部担当副区長)、世田谷総合支所長、経

済産業部長、文化・芸術振興課長（生活文化政策部長代理）、都市整備政策部

長(１４名) 

議  題 １ 開会 

２ 議事    （１）（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案たたき台 

３ 報告・確認 （１）第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議 

（２）今後のスケジュール 

４ 閉会 

議事概要 

 

１ 議事結果【検討委員会案】 

（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案たたき台について 

・第 1章、第 2章は検討委員の意見等を踏まえ文言等を修正する。 

・第 3章の未来像と取組みのイラストについては完成次第お示しする。 

・第 4章の構成について、読み手がまちづくりに参加したくなるよう修正す

る。 

２ 委員からの主な意見 

①第１章、第２章について 

・「みなさん」ではなく「みんな」とした理由が記載できるとよい。 

・P6図表 1.3.1において、対象をぼやかせてはいるが、他の図表がはっきり

しているため、ここだけ薄いことが目立つ。もう少し色を濃くするのはどう

か。 

・P7図表 1.4.1について、世田谷区の範囲を上半分だけ囲った場合、「三茶

のミライ」が枠外となり世田谷区とは別に見える。 

・P10～P11 図表 2.2.1 において、主な意見が追加されているが、P12 図表

2.2.2の記載内容と重複する言葉が多いので、集約するなど考えてほしい。 

・P13 図表 2.2.3 において、防犯パトロールは町会が行っており「防災」よ

りも「暮らし」の方が近いのではないか。また、全体的に右側にワードが集

中しているため、バランスをとるのはどうか。 

・P14 図表 2.3.1 において、まちづくりのテーマが書かれているが、６番目

の「暮らし」は概念が広いのではないか。未来像が実現した際のまちのイメ

ージを見ると、「尊重」や「助け合い」の方がよいのではないか。 

②第３章について 

・P16 図表 3.1.1 において、未来像５の区民・事業者・行政の主な取組みに

NPO が出てくるが、町会が出てこない。地域参画において町会は重要である

ので追記してはどうか。 

・P19図表 3.3.1の実施主体「働く人」を「働きに来る人」、「事業をしてい

る人」に分け、「資産を持つ人」を「事業をしている人」としてもよいので

はないか。 

・P19 図表 3.3.1 について、「資産を持つ人」はハレーションが起きるので
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はないか。 

・P35 の内容は、タイトルと異なり、どちらかというと商業に近いことが記

載してある。もう少し空間デザインに触れてもいいのではないか。 

・P35 図表 3.3.2 のタイトルにある「構成要素」は概念が大きすぎるため、

表現を見直せるとよい。 

・P35 のタイトルは「空間デザインを進めるうえで重要視したいポイント」

や、「大切にしたい空間デザインのポイント」などの方がよい。また、「未

来像」という言葉について「9つの未来像」と「一般論としての未来像」どち

らを意味するものか、明確に分かるように表現した方がよい。 

・P36 図表 3.3.3 の対象区域がはっきりしすぎている。世田谷公園も入れた

いということであれば路線を明確にはせず、対象区域図で世田谷公園と繋げ

たいということが分かればよいのではないか。 

・昭和女子大の資産活用について P36 図表 3.3.3 の地図に落としてはどう

か。 

・P36図表 3.3.3での地図範囲が広すぎるためか、空間デザインにおいて P35

図表 3.3.2 が大事であるであるということが伝わりにくい。例えば、範囲を

半径 300～500m 程度に絞り、人・モノ・交通の流れや地下空間を考え、有機

的に連携するよう考えていかなければならない。 

・P36図表 3.3.3の地図の範囲が広域すぎる。概ね半径 300mの範囲で流れや

滞留がどうなるのか、もう少し丁寧に書いた方がよい。断面図は具体的だ

が、地図上は雑駁に見える。 

・P36 図表 3.3.3 の矢印などの意味合いや回遊の必要性等が分かりにくいた

め、図に文言での補足を加えるとよい。 

・P36 図表 3.3.3 の断面図での地下空間の表現は、複数ある方法のうちの１

つだということが伝えられるものになるとよい。 

③第４章について 

・P42図表 4.2.2のまちづくりの担い手にある「グループ」が分かりにくい。

クラブやサークルに直すのはどうか。 

・P43図表 4.3.1「まちづくり推進体制の構築」が創設期の最後にあるが、こ

のタイミングにできる認識だとすると、体制構築後があることを踏まえて

「体制構築による推進プロセス」などタイトルを直してもよいのではない

か。 

・P43 図表 4.3.1 において「まちづくり会議」が第 3 回までしか記載されて

いない。今後も続くと思うので、続くことが伝わるような表現に直すのはど

うか。まちづくり会議から推進体制の構築までの過程が一番重要である。 

・第 4 章の構成について、初めに P45 の内容である「まちづくりを推進する

ために大事にしていくこと」を説明し、「それを支えていくためには仕組み

や推進体制の構築が必要だ」と説明するのはどうか。 
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議事概要 

会議の名称 第６回三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会 

開催日時 令和３年６月２９日 １８時３０分 から ２０時００分まで 

開催場所 世田谷区民会館別館 三茶しゃれなあどホール 集会室(スワン＋ビーナス) 

出 席 者 

(敬称略) 

【学識経験者】坂井文、寺内義典、杉浦久子、萩野正和、中島智人、曽田修

司【地元有識者等】久慈正幸、吉田亮介、堀江鉄拡 

【世田谷区】副区長(都市整備政策部担任副区長)、技監、世田谷総合支所

街づくり課長（世田谷総合支所長代理）、政策経営部長（オンライン）、生

活文化政策部文化・芸術振興課長（生活文化政策部長代理）（オンライン）、

経済産業部長、都市整備政策部長（１６名） 

議  題 １ 開会  

２ 議事   （１）（仮称）三茶のミライ（三軒茶屋駅周辺まちづくり

基本計画）素案について 

３ 報告・確認（１）今後のスケジュールについて 

４ その他 

５ 閉会 

議事内容 １ 議事結果 

①（仮称）三茶のミライ（三軒茶屋駅周辺まちづくり基本計画）素案につ

いて 

・本委員会での意見、指摘を事務局で整理する。整理後は委員長に確認

いただき、素案として取りまとめる。 

②計画策定について 

・地域の方がまちづくりに参加できる機会や取組みを検討していく。 

 

２ 委員からの主な意見 

①（仮称）三茶のミライ（三軒茶屋駅周辺まちづくり基本計画）素案につ

いて 

■第１章 

・p5 の「三茶のミライ」の位置付けの中で「９つの未来像実現に結び付

くまちの空間デザイン」の位置づけを示すことも考えられる。 

■第２章 

・未来像１に関する記載の中で、「ハードとソフトの一体化」という考え

方から、ハードを強調した表現を変更してはどうか。 

■第３章 

・第２章同様、未来像１に関する記載の中で、「ハードとソフトの一体化」

という考え方から、ハードを強調した表現を変更してはどうか。 

・p24「新しい取組みとなる可能性のあるアイデア」がまちづくり会議で

の意見から整理したものであるということをもう少し強調してはどう
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か。 

・p25 の「まちの空間デザインの考え方と整理方法」は文章で理解できる

が、図表では内容が伝わりにくいのではないか。 

・p26 の「９つの未来像におけるまちの空間デザインに関する取組み表」

について、未来像９についても他の未来像と同様の形式とし、注記の

内容を記載してはどうか。 

・「９つの未来像実現に結び付くまちの空間デザイン」の内容を第４章の

「ソフトとハードが一体となったまちづくり推進プロセス」に移動し

たら文章の流れとしてよくなるのではないか。 

■第３章（代案） 

・４（１）について、「まちの空間デザイン」の定義を結論と合わせて図

示してしまっているため分かりにくいのではないか。 

■第４章 

・p29「参加と協働による持続可能なまちづくり」において、まちづくり

に参加しようとした際、どのような感じで参加できるのかイメージで

きるような表現が最初にあるとよいのではないか。 

 

②計画策定について 

・この計画について、策定から５年先を見据えているのであれば、地域に

住んでいる方の意見や希望を聞くとともに、まちづくりに参加できる

機会や取組みを検討していく必要があるのではないか。 

・まちを活性化していくならば、商店街のこともより考えていく必要が

あると考える。 
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議事概要 

会議の名称 第７回三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会 

開催日時 令和３年１０月２１日 １８時３０分 から １９時５０分まで 

開催場所 世田谷区民会館別館 三茶しゃれなあどホール 集会室(スワン＋ビーナス) 

出 席 者 

(敬称略) 

【学識経験者】坂井文、寺内義典、杉浦久子、萩野正和、中島智人（オンラ

イン）、曽田修司（オンライン） 

【地元有識者等】飯島祥夫、久慈正幸、吉田亮介、杉江敏治 

【世田谷区】副区長(都市整備政策部担任副区長)、技監、世田谷総合支所

長、政策経営部長（オンライン）、生活文化政策部長（オンライン）、経済

産業部長、都市整備政策部長（１７名） 

議  題 １ 開会 

２ 議事 

三茶のミライ（三軒茶屋駅周辺まちづくり基本計画）案について 

（１）検討事項 

（２）報告・確認 

３ その他 

議事内容 １ 議事結果 

・三茶のミライ（案）について、本委員会での意見・指摘等を踏まえ修

正・追記し、委員各位に確認いただいた後、委員長へ確認し、案とし

て確定する。 

 

２ 委員からの主な意見 

（１）三茶のミライ（案）について 

  ①目次 

・フォントが統一されていないため、統一させる。 

 

・第３章の項を本編と一致させる。 

 

 ②第３章 

・p20「新たなモビリティなどの活用による利便性向上促進及び環境

整備」について、環境整備として「走る場所」「走行ルール」に加

え、「駐める場所」も入ってくると考えており、それらについては

説明できるようにしておくか、あるいは記載を入れる必要があると

考える。 

 

・p23の左下で農業をしているようなイラストが描かれているが、三

軒茶屋駅を中心とした 300ｍ圏内でこのようなことができる場所

があるのか。できる場所があれば、他の用途での活用を検討するの
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ではないか。 

 

・p23の農業のイラストについて、空き地を活用しての実現は難しい

かもしれないが、屋上を活用すれば可能性があると考える。 

 

・p24のアイデア「データ基盤連携」について、「基盤連携」という曖

昧な表現ではあるが、今後のまちづくりにおいて取組んでいく必要

があると思う。 

 

・ウォーカブルの考え方について、「三茶のミライ」と深く関わって

いるように思えるため、どこかで触れてはどうか。 

 

③第４章 

・環境への考え方について、現状は新型コロナウィルス感染症の感染

拡大が課題となっているが、5年後、10 年後と経てば、違った課題

が出てくると考える。そのような時代の変化を鑑みながら、柔軟に

対応できる体制を整えていくというような形で、p30以降の「ソフ

トとハードが一体となったまちづくりの推進」の中で触れてもいい

のではないか。 

 

（２）添付資料 1について 

・第 4 回までの三軒茶屋駅周辺まちづくり会議及び三軒茶屋駅周辺まち

づくりシンポジウムに関するページについて、p20では時系列に沿って

記載されているが p21 からは時系列に沿っていないため、統一した方

がよい。 

 

・第 4 回まちづくり会議に比べ他のまちづくり会議の掲載内容が薄いと

感じたので、開催チラシを掲載するなど掲載量のバランスを取った方

が良いのではないか。まちづくりシンポジウムについても、箇条書き

のものだけでなく、概要欄を設けて、チラシを掲載してもいいのでは

ないか。 
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3 庁内検討体制 

●戦略会議 

＜役割＞「三茶のミライ」について調査及び検討を行う 

＜構成＞以下の通り 

会長 副区長（都市整備政策部担任副区長） 

会員 

技監 

世田谷総合支所 

世田谷総合支所長 

地域振興課長 

街づくり課長 

政策経営部 

政策経営部長 

政策企画課長 

経営改革・官民連携担当課長 

生活文化政策部 
生活文化政策部長 

文化・芸術振興課長 

経済産業部 

経済産業部長 

商業課長 

産業連携交流推進課長 

都市整備政策部 

都市整備政策部長 

都市計画課長 

市街地整備課長 

 

●作業部会 

＜役割＞「三茶のミライ」の調査及び検討のために必要となる資料を作成する 

＜構成＞以下の通り 

会長 都市整備政策部 市街地整備課 

会員 

世田谷総合支所 
地域振興課 

地域振興・防災担当係長 

太子堂まちづくりセンター所長 

若林まちづくりセンター所長 

街づくり課 街づくり担当係長 

政策経営部 

政策企画課 政策企画担当係長 

経営改革・ 
官民連携担当課 

経営改革・官民連携担当係長 

生活文化政策部 文化・芸術振興課 文化行政担当係長 

経済産業部 

商業課 商業係長 

産業連携交流推進課 産業連携交流推進担当係長 

工業・ものづくり・ 
雇用促進課 

工業・ものづくり・建設・ 
雇用促進担当係長 

都市整備政策部 
都市計画課 都市計画担当係長 

市街地整備課 再開発担当係長 
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4 まちづくり会議、まちづくりシンポジウム 

（1） 参加者 

まちづくり会議とまちづくりシンポジウムには、以下の方々が参加しました。 

会議名称 参加者 

第１回まちづくり会議 

令和元年 10月 26 日（土） 
参加者 76 名 

第２回まちづくり会議 

令和元年 11月９日（土） 
参加者 59 名 

第３回まちづくり会議 

令和３年１月 16 日（土） 
参加者 128 名（関係者含む）、まちづくり活動紹介者 20団体 

第４回まちづくり会議 

令和３年９月 25 日（土） 

参加者 113名 

検討委員会委員長メッセージ 

・東京都市大学 都市生活学部 都市生活学科 教授 坂井文 

トークセッション登壇者 

・公益財団法人せたがや文化財団 世田谷文化生活情報センター 

副館長 松下洋章 

・三軒茶屋銀座商店街振興組合 理事長 飯島祥夫 

・昭和女子大学 生活科学部 環境デザイン学科 教授 杉浦久子 

・株式会社 connel 代表取締役 萩野正和 

トークセッション進行役 

・三茶ワークカンパニー株式会社 代表取締役 吉田亮介 

まちづくりシンポジウム 

令和元年 12月 22 日（日） 

参加者 98名 

基調講演 

・株式会社マガジンハウス コロカル編集長 及川卓也 

トークセッション登壇者 

・東京都市大学 都市生活学部 都市生活学科 教授 坂井文 

・世田谷区長 保坂展人 

・三軒茶屋銀座商店街振興組合 理事長 飯島祥夫 

・国士舘大学 理工学部 理工学科 教授 寺内義典 

・株式会社アンディート 代表取締役 安藤勝信 

・株式会社 connel 代表取締役 萩野正和 

・株式会社マガジンハウス コロカル編集長 及川卓也 

各回の成果については次節に整理しています。詳細は、区ホームページ「三軒茶屋

駅周辺まちづくり会議（※２）」及び「三軒茶屋駅周辺まちづくりシンポジウムを開催

しました（※３）」に掲載しています。 

(※２) https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/sumai/003/002/001/d00182259.html 

(※３) https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/sumai/003/002/001/d00183124.html  

https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/sumai/003/002/001/d00182259.html
https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/sumai/003/002/001/d00183124.html


22 

（2） まちづくり会議 

① 第１回まちづくり会議 

 

 

 

 

  

まちづくり会議の概要

開催
日時

会場

目的

令和元年10月26日（土）12:30-16:00

オークラレストラン スカイキャロット
（キャロットタワー26階）

区民や事業者等、様々な主体と連携したまちづ
くりを進めていくために、三軒茶屋の将来像を
思い描く機会を通じて、まちづくりへの関心を
広げていく

内容

「三軒茶屋の魅力を知ろう・語ろう！」
ワークショップ

ワーク① 三軒茶屋の魅力の共有
ワーク② 三軒茶屋の魅力再発見マップの作成

参加者 76名

まちづくり会議では、三軒茶屋に関わるみなさんがまちづくりについて話し合
いながら将来像を思い・描き、その実現を目指していきます。今年度は、参加
の輪を広げていくことを目的として、ワークショップの開催を予定しています。

（仮称）

三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

考えませんか？
三茶のミライを

締切
10月15日

第1回

第2回

日

時

日

時

申込方法
問合せ先

12時30分～16時00分

池尻小学校
第二体育館

10月15日(火)までに電話、FAX、電子申請でお申し込みください。

※ 申込多数の場合、両日参加可能な方を優先とさせていただきますので、予めご了承ください。
※ 詳しくは、世田谷区ホームページをご覧いただくか、上記連絡先にお気軽にお問い合わせください。

（土）月 日10 26

☎03-5432-2556 / FAX 03-5432-3055
（担当：渡邊、中杉、森泉）世田谷区都市整備政策部 市街地整備課

場

所

場

所

令和
元年

（土）月 日11 9
令和
元年

13時00分～16時00分 （世田谷区池尻2-4-10）

（キャロットタワー26階）

「三軒茶屋の魅力を知ろう・語ろう！」ワークショップ

「三軒茶屋の魅力や未来をマップに描こう！」ワークショップ

電子申請

プログラム

１．まちのぞき

 三軒茶屋のまちを見渡す

 まちづくりの背景、全２回のワークショップ概要等を説明

２．概要説明

５．発表

まちづくり会議プログラム

 参加者が思う三茶の「いいね」を書き出し、グループ内で共有

 書き出した意見のグルーピングを実施

３．ワーク① 三軒茶屋の魅力の共有

 ワーク①で書き出した三軒茶屋の魅力を地図上に表現

 三軒茶屋の特徴をエリアで表示

４．ワーク② 「三軒茶屋の魅力再発見マップの作成
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ワーク「三茶の魅力マップを作ろう」 

A班 ワーク結果 
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B班 ワーク結果 
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C班 ワーク結果 
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D班 ワーク結果 
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E班 ワーク結果 
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F班 ワーク結果 
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G班 ワーク結果 
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H班 ワーク結果 
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I班 ワーク結果 
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Ｊ班 ワーク結果 
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Ｋ班 ワーク結果 
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② 第２回まちづくり会議 

 

 

 

  

まちづくり会議の概要

開催
日時

会場

目的

令和元年11月９日（土）13:00-16:00

池尻小学校 第二体育館

区民や事業者等、様々な主体と連携したまちづ
くりを進めていくために、三軒茶屋の将来像を
思い描く機会を通じて、まちづくりへの関心を
広げていく

内容

「三軒茶屋の魅力や未来を描こう！」
ワークショップ

ワーク① 三軒茶屋の未来像の共有
ワーク② 未来像実現に向けた取組みや

アイデアの提案

参加者 59名

まちづくり会議では、三軒茶屋に関わるみなさんがまちづくりについて話し合
いながら将来像を思い・描き、その実現を目指していきます。今年度は、参加
の輪を広げていくことを目的として、ワークショップの開催を予定しています。

（仮称）

三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

考えませんか？
三茶のミライを

締切
10月15日

第1回

第2回

日

時

日

時

申込方法
問合せ先

12時30分～16時00分

池尻小学校
第二体育館

10月15日(火)までに電話、FAX、電子申請でお申し込みください。

※ 申込多数の場合、両日参加可能な方を優先とさせていただきますので、予めご了承ください。
※ 詳しくは、世田谷区ホームページをご覧いただくか、上記連絡先にお気軽にお問い合わせください。

（土）月 日10 26

☎03-5432-2556 / FAX 03-5432-3055
（担当：渡邊、中杉、森泉）世田谷区都市整備政策部 市街地整備課

場

所

場

所

令和
元年

（土）月 日11 9
令和
元年

13時00分～16時00分 （世田谷区池尻2-4-10）

（キャロットタワー26階）

「三軒茶屋の魅力を知ろう・語ろう！」ワークショップ

「三軒茶屋の魅力や未来をマップに描こう！」ワークショップ

電子申請

プログラム

１．前回からの振り返り

 第１回まちづくり会議の結果の振り返りや今後について説明

４．発表

まちづくり会議プログラム

 一人ひとりが思い描く三軒茶屋の「ミライ」を班内で共有しながらグルーピン
グを実施

 グルーピングした「ミライ」について、タイトルをつける

２．ワーク① 三軒茶屋の未来像の共有

 「ミライ」を実現するために必要な取組みのアイデアを共有する

 共有したアイデアをグルーピングし、「ミライをつくるアクション」にまとめ
る

３．ワーク② 未来像実現に向けた取組みやアイデアの提案
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ワーク「「ミライ」へ向けたアクションを考えよう」 

A班 ワーク結果 

 

  

「ミライ」の三茶 「ミライ」へ向けたアクション

個性豊かなお店のあ
るまち

個性的なカフェがいっぱい

シェアリングエコノミー ＡＭ／ＰＭ

情報発信

まちが人を育てる 実業的な学びの場としてのまちの活用

居酒屋活用（塾）

街全体が大人・年寄も楽しめるキッザニア（学
び）

大学が街に出る（授業）

イベントのお手伝い、学生ボランティア

文化があるまち 演劇、音楽が身近にある

歴史あるところ残ってほしい 太子堂、目青

今の取り組みを活かす

進化させている

回遊性のよいまち 自転車でどこまでも行ける

シェアサイクルの活用

駐輪場

イベントスタンプラリー

老人にやさしいミニバス

若い人も住みやすい
まち

【課題】ごみ処理がスムーズに流れる（住む）

【課題】商店街と住宅地が共存

ルールづくり

マナーづくり

子ども預かる、育てる

空き家→うるさい（苦情）→手伝ってもらう

地元民の人手を活用する（子育て）

住む（賃借）

空き家活用

働く場ＩＣＴ整備

「ミライ」の三茶 「ミライ」へ向けたアクション

職住近接のまち

（三茶というまちが人
を育て誰もが生きや
すい職住近接のまち）

ＩＣＴ環境整備

コワーキングスペースの確保
－自由自在な活動の場所－

やすらぎとみどりがあ
るまち

みどりあふれる街

もう少し公園・緑がほしい

緑がいっぱい

誰もが生きやすい バリアフリーのまち ハードとソフト

意識づけ 啓発活動が必要

自転車が歩行者とぶつからない 道幅広げる
（路面の状態が悪い）

自転車レーン

プチベンチを歩道につくる

あちこちに休憩できるネットワーク

遊歩道にお休みどころ

公的なところ、個々のお店にスペースをつくれば
よい（長居する人×××）

特養ホームと保育園をとなりにつくる
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B班 ワーク結果 

 

 

  

「ミライ」の三茶 「ミライ」へ向けたアクション 想定分担

人々の手で未来をつくるまち まち運営組織結成 まずは自分がやる

まず自分がやる

まちづくり会議の発展

三軒茶屋 １．依頼（名前） ２．勉強による散歩を・・・

クリーンであり続ける三茶 ゴミ拾いのボランティア募集！

若いリーダーの活用

続けやすいルール作り（いつでも参加出来る）

リーダーの出現

「食」の個性があるまち 三茶を発信する人々 人々を巻き込んでやる

世田谷地もの野菜を使った店を増やす

みんなで通って盛り上げる

多様な人が住み続けられるまち パトロール、見守り活動の継続

空家の活用（シェアハウス）学生寮

コワーキングスペース

人々が交流出来るまち 新しいイベントをおこす

今のイベントを残す

商店街の連携（イベントとか）街バルとか

三軒の茶屋（イコイの場）をつくる

レトロな街 歴史を活かす

空家の活用

まちのデザイン共有

住み続ける

－ 社会人クラブチームのサポーター要請

散歩しやすい街 公園の活用（お休み処、ラジオ体操） 事業者・行政と一緒にやる

もっと街にベンチを
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C班 ワーク結果 

 

  

「ミライ」の三茶 「ミライ」へ向けたアクション 想定分担

ビジョンづくり 出店や広場の利用許可をとりやすく 民間チーム
行政
商店会
みんな

広場をどう使う？通りをどう使う？

屋台とかでやすくてやりやすいしくみ

三角地帯がうまい感じで残る！ 銭湯でゆっくりたのしく －

今ある魅力を生かして残した三茶 －

三角地帯やすずらん通りでイベントやフェスを －

今あるものの活用（すぐ） 歩行者天国がマーケット、マルシェに 民間チーム
行政
商店会

室内の子どもの遊び場 SEIYUの中に

通りの魅力UP 道路の使用許可をしてもらう

マーケットの主催者（商店街？三茶WORKさん）

広場の使い方について語り合う場をつくる

広場にピアノ（寄付）

キャロットタワー、元名鉄ハニーを区民のいこいの場に

まちづくりを事業でやれること

復活（つりぼり、映画館等） 三軒の茶屋が現代版で復活 民間チーム

ニューシネマパラダイスのように小さな映画館の復活 みんな
クラウドファンディング釣り堀の復活

こんなモノが欲しい！！ 劇場 世田谷パブリックシアターみたいなところがあと1つ、2つくらい みんな

三茶に働く場所

大きな図書館があったらみんな集まれる

スモールオフィス

緑がある街 246の横断歩道に緑とうるおい 行政

今あるモノの活用（少し先） SEIYUの屋上を農園に 民間チーム
商店会茶沢通り時間帯別一方通行

茶沢通りがヨーロッパの通りみたいに外側に客席や品物あって楽しい通りに

首都高の下がアート作品で楽しく

緑道沿いに商店街

安心 人にやさしいまち 通りをセットバックして歩道をつくる －

246の車道を地下にして広場 －

新しい民間の広場 －

避難とか防災とか －
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D班 ワーク結果 

 

 
  

「ミライ」の三茶 「ミライ」へ向けたアクション 想定時期

ゲストにやさしいローカルタウン テンプル大学との協力、連携 1～5年後

観光案内所 多言語PR

災害放送 多言語

空きスペース活用 ゲストハウス

災害に守られたニューレトロタウン ニューレトロ再開発 10数年後

地下神殿（水害対策）

ヒューマンフレンドリーインフラ
～笑顔あふれる通り～

子育て施設（三茶カフェ） 5～10年後

カフェを増やす（テラス席）

オーナーと交渉してベンチ置く

休憩スペースを増やす

球根爆弾 ＝ 停めにくくする

自転車レーンを増やす

路上駐車をなくす

スモールビジネスの都
～人情味ある三茶～

スペース：三茶WORKを軸にコワーキング、シェアオフィス 2年後

PR：三茶PR戦略会議「人情味ある街 三茶」

資金：（世田谷コミュニティ財団）

三茶クロッシング
～今のままVersion UP～

世田谷線沿線 ギャラリー 10数年後

パブリックアートを置く（小学生、学生の作品）

三茶アート・アリエナーレ（生活工房がバックアップ）

三茶映画祭＠パティオ（生活工房がバックアップ）

駅の改良

出口を増やす

地下空間
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E班 ワーク結果 

 

 

  

「ミライ」の三茶 「ミライ」へ向けたアクション

MIX but Safety コミュニティスペースを設ける

電柱をなくす 地中化

交流・出会えるイベント

広場を上手に使う（公的・営利・地元）

歩いて楽しいまち、安心なまち

再開発する

ビルの高層化を制限する

地域道路計画の見直し

道路（駅地下）を拡幅し、東西南北へ歩行導線作る

今のごちゃごちゃを活かすため、広場的活用を生み出すための道路の再考

世代を超えてつながるまち 世代間コミュニケーション方法を企画、実施、継続
例：トルコの方が転入されてその方を歓迎してあげたい！

町会・商店会を介したコミュニティ作り

三茶の飲食店がこぞってふれあい広場でイベントをやる

町会単位？で転入者歓迎イベント開催

年代別の方々交流を行う

世代を超えた交流を図るための仕組みづくり（ソフト・ハード）

三茶文化を活かす・育む 世田谷産の物産
イベント例：音楽イベント、野外映画を上映！、木久蔵の寄席イベント

－ 街ミュゼ（ミュージアム）運動

－ 商店地区と住宅地区の色分け

－ 現在の自然を残す

－ 高度利用

－ 地下空間の整備
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F班 ワーク結果 

 

 

  

テーマ 「ミライ」の三茶 「ミライ」へ向けたアクション

若者のチャレンジを後押し
する

個性的な商店街 専門店が沢山あるといい

日替わり、月替わり商店街 いろんな人がおためし出店

若手料理人が修行できて、戻ってこれる

外国料理店が沢山あったらいい

空き店舗に簡単に出店できる仕組み（誰でも、簡単に始めて、簡単に辞められる）

働き方、暮らし方 コワーキングの街 あと3軒ぐらいオープンさせる

広場空間が欲しい ビルの屋上でもOK

元気なじじばばと若者がコラボするモデル的な街

もう少し家賃が下がってほしい・・・

世代・居住期間をこえたつ
ながり

安全安心（インフラ） バリアフリーな三茶

防災訓練イベントをもっと頻繁に行う＋町会・商店街コラボ

みどりのおばさん復活

電柱地中化

駅のホーム拡幅？EV充実！

自動運転、新型モビリティ最先端エリア

新しくつくりかえるより今あ
るものを残し、伝えていく

界わい性（カオス） 再開発はもうやらない

多様性コミュニティ 世代をつなぐ組織＋機会

三茶民自身が盛り上がれ
る
→外からも魅力的なまちに

個性・名物新しい魅力 三茶名物

おもしろい宿泊施設

面白い（鋭い）演劇を見れるまち

三茶名物「三茶ビール」OEMで作ってもらう

太子堂あたりに空家が多い →三茶ホステル群

三茶民DAY 3月28日は演劇無料

歩いて楽しい 車をゆっくり走らせる仕組

不便も魅力へ トゥクトゥクとか人力車も普通の交通インフラ

三茶－三宿のネットワーク ルート、マップ、環境づくり

歩行者天国 エリア・時間の拡大
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G班 ワーク結果 

 

  

「ミライ」の三
茶

「ミライ」へ向けたアクション

安心・安全な
三軒茶屋

歩行者天国がもっとほしく、時間帯の工夫がほしい

歩いてるより入りたくなる喫煙スペースつくる

歩きタバコ〇

年齢を問わず楽しく暮らせる三軒茶屋

住民の意見を回覧板などでアンケート欄つくって、まと
めてから上の人に伝える

あまり変わらなくてよい

現在のような学生も多い、若い人も多い街

喫煙禁止区域の明示を住宅街の電信柱にも掲示してい
く

健康で暮らしやすい三軒茶屋 ※キャロットタワー下の
喫煙所をなくす

子ども達を見守る

子どもが危なくない歩道が欲しい

人が中心で安全安心な街づくりをめざす

近所づきあい活性化

災害に強い三軒茶屋

災害時シミュレーションの実践

普段着なまち
づくり

山の手と下町の混ざった様ないい具合の良さを保つ

清潔なまち

屋上の有効利用

低層住宅の町並み 渋谷のような高層化と逆

気張らずに歩ける下町感

空家をゲストハウスに

空き家をレンタルスペース・レンタルキッチンにする

空き家の橋渡しを行政が

西友の2F～屋上のリニューアル

町会の連携づくりが強力（ex:台風19号）

個性的なお店
が増える三茶

ほしいお店のアンケートとる

スーパーマーケットの多数が生活を支えてくれる町

チェーンでない独立系小型飲食店の多い街による活気
ある街

消費者のニーズに合わせたスーパーマーケット

「ミライ」の三
茶

「ミライ」へ向けたアクション

ダイバーシティ
多様性な三茶

ダイバーシティな（多民族＆多様化）三茶

多種多様な店がありくらしは安心

若い起業家が育っていく町

英会話Barをつくる 日本語禁止

外国人の方が三茶に来やすいイベントやる

渋谷と三茶をつないで外国人に来てもらう

シェアハウスを作る コラボ

お祭りの楽し
い三茶

地元の人が自然に集まりたくなるイベントがほしい

広報を地域でまく

広・公報（周知）する（紙媒体、SNS etc.）

下北と三茶合わせての大小劇場のある文化の町

いい本屋、図書館がほしい

町内会、商店街などの代表が話し合う集会のみ会や
る！

商店街同士の連携を深める

下北と三茶合わせての毎月、何かお祭りがやってる町

絶対に残した
い三角地帯

安全安心カオスな三角地帯

三角地帯を上手く活かした街作り

駅周辺エリアのつながりがある

人が必要。委員会など

三角地帯あるといいな

防火設備を充実。喫煙の徹底。関係者による防火、消
火など訓練実施、連絡体制など

三茶全体のお祭りをやる

安心して子育
てしやすい三
茶

若い人達が安心して子育てできる町（育児不安にならな
い）

子育て世代がリラックスできる場を作る

子育てがもっとしやすい街

保育料・保育園に多大な難あり。子育てしにくい。

大人が子供を見守る、他人の子も見守る

子ども預けて楽しめるイベント

－ 歩いて楽しめる通りにする

－ 高齢化も進むため高齢者にも優しい街

－ 歩き易い街
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H班 ワーク結果 

 

 

  

「ミライ」の三茶 「ミライ」へ向けたアクション

きれいな三茶、
ゴミのないク
リーンな三茶

タピオカ →若者？
吸い殻 →なぜ捨てるのか

ゴミを捨てにくいまちにするには？

もっとゴミのポイ捨てが少ない三茶になってほしい

“クリーン”清潔なまち

喫煙所が少ない

ゴミ箱が少ない、収集できない

実は交流の場でもある

発散する場所が少ない

三茶全体のブランド向上

条例でルール厳罰化

上質なカル
チャー

文化の「まち」

街に音楽（演奏会）が流れる町

文化イベントが楽しい

ジャズイベントの招致

「ミライ」の三茶 「ミライ」へ向けたアクション

No.1グルメ 食とものが集まる「まち」 おかねと人が集まる

東京で一番の飲食のまちを目指してほしい

食べ物がおいしい街三茶をずっと！！

ちょい飲み1コップ300円クーポン

既存の銭湯とコラボ →入浴後割引クーポンなど

飲食店のチャレンジショップ、チャレンジエリアゾーンを
作る！！

電車とコラボ 電車代＋飲食代

緑豊かな三茶 首都高速の地下化

地上の緑化

街をまとめる

首都高の緑化し、歩専道化する

地下道、茶沢通り 緑をふやす

安全、治安

人が集まる、店が増える

なったらいいな －

ゆったりした路 －

ふれあい －
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I班 ワーク結果 

 

 
  

「ミライ」の三茶 「ミライ」へ向けたアクション

残したい良さ 三茶を行く裏に道あり花の山

目青不動をにぎやかに

世田谷線ののどかさは残したい！

大山道の歴史を活かす

外からも遊びに来たくなる三軒茶屋 飲食店がせっさたくまするまち（三茶発の〇〇）

大道芸のようなお祭り

三茶といえば○○ 唯一無二のシンボル

南北の行き来がもっと便利になるといいね（パティオが南に抜けるといいね）

スケートパークの開放

三軒茶屋名物みやげ

三茶のお茶屋をシンボルに復活

若者が活発になれる街 若者が集まるまちであり続けたい

テンプル大学の学生さんが元気に活躍できるといいな（今もきざしはあります）

大人が遊べる公園がほしい

安心・安全な三茶 三茶交差点 いつも待つ人いっぱい。もっと安全に待てるといいな

災害に対する不安解消

若者のマナーが良くなるといいな！

自転車の・・・通行方法の改善

駐輪場がもっと必要

まちにベンチを置く

もう少しみどりが増やせないかな

子育てができるよう安全な公園や広場

子育てしやすいまち三茶 働く人が子育てしやすい施設、施策

サテライトオフィスなど職住近接

保育園まだまだ必要

住んでる人が幸せな三茶 生活が完結する街になったらいいな

都心の良さ × 人間味が交じり合うところ

－ 三角地帯残してほしいけど消防車入れるようにならないかな・・・
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J班 ワーク結果 

 

  

「ミライ」の三茶 「ミライ」へ向けたアクション

残ってほしい空気感、“モノ” 大手チェーンも巻き込んだ会議

防災⇔今の空気感を残す・・・。アイデア出し会議

世代、立場を超えて話す。対話する場をつくって継続する

三茶ローカルクリエイティブ 多世代が楽しめる

三茶民が未来会議をひらけるサウナ

老人活用

若者と老人のキョリを縮める

ハブ （SNS、サービス、場所、組織）

三茶のあるべきコミュニティ 共感する事業者の誘致

商店街同士を仲良く♡

三茶らしいホステル 今ある資源の活用

みんなで物件を探す

楽しいだけじゃヤダ 足りてない

土曜朝にみんなでゴミ拾い

三茶みんな楽しい広場 24時間（少なくとも12h）体制

集まる話せる場

三茶の居心地 西友の改革

歩道が広くなる

長く住み続けられる ファミリー向け物件の開発

開発しない地域

ダラダラ開発しない

三茶の安全 住み替えシステムの構築

お店と常連・常連以外の連携

三茶らしさを残す、活かす地区計画 開発しないorする地域を分ける

公共施設を回る巡回バス（安く） バスが無理なら半分「公」の乗り合いバス
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K班 ワーク結果 

 

  

「ミライ」
の三茶

「ミライ」へ向けたアクション 想定
分担

優しい
家賃

小さい店舗を出しやすく 賃料安く 公

家賃をもう少し下がるとうれしい

小～高校生を育てやすい、ずっと住める街

家賃ブレーキ（法）！！

心の豊
かさ

生活工房 地域の人 入りつながりやすく 人

アートにあふれる街

イベントをささえるソフト 時間を決めて開ける

イベント 開催できる時間を決めて可能にする
（PM10:00まで）

ビルの壁をアートで飾る！

広場（ハード）＋エリアマネジメント（ソフト）

まちづくりを話し合う場づくり

三茶パティオもったいない ×イベント ×アーケード

年齢関係ないコミュニティが広がる

入りやすいカフェ 企業しやすい －

いたるトコロの街中にベンチがある 公・
民

ポケットパークだけでなく滞在型中規模公園 公

滞在型図書館

三茶の歴史伝える資料館

学校図書館開放

まちのイベントを増やしたい －

地産地
消

生活したいまち 人

学生が卒業しても住みたいまち

職業＋住む

地元産業地産地消 まち全体をコワーキングに

三茶に産業があると良い

社会的起業 コミュニティビジネス

ミニシアター復活 －

社会起業家 職住接近 －

「ミラ
イ」の
三茶

「ミライ」へ向けたアクション 想定
分担

人中心
のユニ
バーサ
ルデザ
イン

雨雪風困らないアーケード －

ユニバーサルデザイン（人中心の） －

これからは自転車or個のモビリティかも？ －

導線計画の作成 －

歩ける街づくり －

広い空のあるまち！（これ以上高い建物ないように） －

まちの一部を誰もがつくれる（ex：くま、プレート） －

巨大住宅地 or/and 商店街・モールの中に道路をつく
る

公

道路を地下にうめる

車と人をわける！（歩ける駅前）

ユニバーサルデザイン

行き交いやすい地下道

100年先にも新しいと感じる・残るまち

災害に
強い！

新しくなり過ぎない －

変化し続けることができるまち（レゴみたい？？組み
合わせ自由）

－

人中心の街 歩ける街づくり導線計画 －

道路広く消防車入れる ex:太子堂４丁目 公・民

セットバック

「三茶に居たらいつでも安心」ってなってほしい 公

災害に強い街になってほしい

交通イ
ンフラ

駐輪場を増やす 公・民

提供者には○○ －

タクシー、バス乗りやすいサイン のりばきまってない －

歩きやすい商店街 公

人々が通りやすい ベビーカー、お年寄、自転車、子
供

電柱を民地に、地下に埋める

無電柱化、歩道広く、安全・安心歩きやすい

自転車専用道路が欲しい 通勤

電柱等を地下に きれいな街に「町だけで観光に」パ
リ

歩道を広く
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③ 第３回まちづくり会議 

 

 

まちづくり会議の概要 

 

開催
日時

会場

目的

令和３年１月16日（土）14:30-18:00
※プログラム自体は17:00まで

18:00まではオンライン会場をフリートーク
の場として開放

オンライン開催
※オンライン参加が難しい方のための会場を
準備

１．「三茶のミライ」の策定に向け、検討状況
に関心を持ってもらうとともに、未来像や
未来像実現に向けた取組みなど、これまで
の検討成果を踏まえて、広くご意見をいた
だき、素案の作成に生かしていく

２．まちづくり活動を行っている団体などを広
く周知し、お互いの情報共有や連携につな
げ、活動の輪を広げていく

参加者
オンライン 126名 会場 ２名
（活動紹介者21団体：33名、区職員等30名）
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プログラム

１．「三茶のミライ」策定の経緯について（区説明）

 昨年度のまちづくり会議の報告

 「三茶のミライ」の策定経緯の紹介と進捗報告

 「三茶のミライ」を通して実現する９つのまちの未来像を紹介

 「三茶のミライ」策定までのスケジュールのご案内

 三軒茶屋をフィールドにまちづくり活動を実践している方に、活動紹介をし
ていただき、三軒茶屋での暮らしをより豊かにしていくために、互いにでき
ることについて意見交換

 世田谷区もブースを設置し、「三茶のミライ」の未来像や、既存の区の取り
組みについて参加者と意見交換する

２．まちづくり実践者による未来像実現に向けた活動紹介・意見交換

３．今後の展望（区説明）

まちづくり会議プログラム
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まちづくり会議で使用した WEB会議ツール 
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まちづくり会議の当日の様子 

 

 

  

活動紹介者コメント

各活動紹介者からは会議の感想をいただき、まちづくりへのポジティブなエネルギー
を感じました。
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テーブルトークでは活動紹介者の専門分野を超えた意見交換が交わされ、今後のま

ちづくり活動に活かせるような具体策が見えてきたことがわかりました 
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④ 第４回まちづくり会議 

 
 

 

まちづくり会議の概要 
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まちづくり会議プログラム 

 

 

 

開催報告 

 

プログラム

１．委員長メッセージ

東京都市大学 都市生活学部教授 坂井 文

進行役 三茶ワークカンパニー株式会社 共同代表 吉田亮介

登壇者 公益財団法人せたがや文化財団 世田谷文化生活情報センター

副館長 松下洋章

三軒茶屋銀座商店街振興組合理事長 飯島祥夫

昭和女子大学 環境デザイン学科教授 杉浦久子

株式会社connel代表取締役 萩野正和

トークテーマ

 「三茶のミライ」策定の感想

 三茶での参加と協働による持続可能なまちづくりを広げていくには

区からの主な報告内容

 三茶のミライの目的と位置づけ

 みんなの意見はどのように計画に活かされたのか

 ９つの未来像

 まちの空間デザインのポイント

 今後の展望

２．「三茶のミライ」素案の報告

３．トークセッション

３．意見交換

 参加者からの意見を基に「商業」、「くつろぎ」、「防災」、「地域参加」な
どのテーマについて話を展開
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参加者の意見・アイデア 
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（3） まちづくりシンポジウム 

 

 

 

シンポジウムの概要

開催
日時

会場

目的

令和元年12月22日（日）13:00-16:00

昭和女子大学 学園本部館３階 大会議室

まちづくり検討委員会やまちづくり会議の結果
を踏まえて、さらに幅広い区民へまちづくりの
取組みを広めていくことで、気運の醸成を図り、
参加の輪を広げていく。また、参加者から意見
を集め「三茶のミライ」策定にあたっての検討
素材とする

参加者 98名

プログラム

１．基調講演

株式会社マガジンハウス コロカル編集長 及川卓也

 Ｗｅｂマガジン「コロカル」統括プロデューサーの及川卓也氏が「メディアの
視点から見た“三茶”の魅力と課題」と題して、メディアの編集者としての視
点や、現在取り組んでいるまちづくりの事例などを踏まえて、三軒茶屋のミラ
イの可能性に関する講演を実施

進行役 東京都市大学 都市生活学部教授 坂井 文

登壇者 株式会社マガジンハウス コロカル編集長 及川卓也

三軒茶屋銀座商店街振興組合理事長 飯島祥夫

国士舘大学 理工学部教授 寺内義典

株式会社アンディート代表取締役 安藤勝信

株式会社connel代表取締役 萩野正和

世田谷区長 保坂展人

トークテーマ

 「私が感じる“三茶”のイメージ、魅力と課題

 「暮らし・環境」、「商い・ビジネス」、「基盤・交通・インフラ」

 区から三軒茶屋駅周辺まちづくり基本方針、まちづくり会議、今後のまちづくり
などについて説明

２．三軒茶屋のまちづくりについて

３．トークセッション

シンポジウムプログラム
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トークセッション トークセッション

基調講演 基調講演

まちづくりシンポジウムの様子
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三軒茶屋駅周辺まちづくりシンポジウム記録 

 

■時間 令和元年 12 月 22日（日）13:00-16:00 

■場所 昭和女子大学 学園本部館 3階 大会議室 

 

 

 区長挨拶 

 世田谷区は異なる私鉄沿線に複数の拠点があるのが特徴。その中でも三軒

茶屋はどこへ行くにも交通の要衝であり、人が多く集まる場所である。区

では、三軒茶屋を下北沢、二子玉川とともに広域生活・文化拠点と位置付

けている。 

 

 二子玉川は開発が完了し、エリアマネジメント活動が本格的に始まろうと

している。下北沢はこの 8年で約 100回のシンポジウム、まちづくり会議、

部会等が開催され、これからエリアマネジメントを始めようとしている。 

 

 三軒茶屋は、昨年度、三軒茶屋にかかわる様々な方々の意見を伺い、有識

者の協力のもとまちづくりの基本方針を策定した。基本方針では、これま

での良さと新しい魅力を掛け合わせていく等の意味を込めて、「進化し続け

る交流のまち三茶 Crossing」をビジョンとして掲げた。さらにこの将来像の

実現のため「つたえる」「つなげる」「はぐくむ」という三つの方針を定めた。 

 

 今年度はそのまちづくりを進めるため、計 2 回のワークショップを開催し

た。普段着のまち、親しみやすさ、おいしいもの、新しいものと古いもの

の混在、道路・歩道が狭い等の意見が挙がっている。特に赤ちゃん、ベビ

ーカー連れでも歩きやすいといったユニバーサルなまちづくりを進めてい

きたいが、ハード面の制約があり、なかなか難しいのが現状である。 

 

 及川氏基調講演「メディアの視点から見た“三茶”のまちの魅力と課題」 

 東京について 

 東京は大企業の集積、高度技能の分業、選択肢が多いという側面がある。

一つの都市というよりも、もはや一つの経済システムとも呼べる。 

 一方で、これからは居場所としての、住む人間にとっての東京を考える

時代に来ている。「東京ステイ」というプロジェクトでは、これまでと

違ったアプローチで東京を考え、自分の感覚を呼び覚まそうという活動

が行われている。居場所としての東京を捉え直すことは、まちづくりの

一つの出発点といえる。 

 経済的な合理性とは違う、人と人との触れ合い、楽しさなどが求められ

てきているのではないかという実感がある。このような「東京ローカル」

という感性をどうつくれるかを考えている。 

 colocal という雑誌で関与しているプロジェクトに「江古田キャンバス

プロジェクト」がある。学生が、大学に行くという目的とは違うまちの

歩き方を探し、発信しようというものである。きっかけは、「大学生は
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従来よりもまちに入り込んでいない」「卒業とともにまちとのかかわりが

失われてしまう」という課題感であった。このようなプロジェクトは、

東京ローカルの課題の解決手法として色々なところで始まっている。 

 

 三軒茶屋について 

 マガジンハウスが三軒茶屋について取り上げた雑誌のタイトルを振り返

ってみると、80～90 年代は「一人暮らししやすい」「お金がなくても暮

らせる」「リーズナブル」「程よい賑わい」といったタイトルが並んでい

た。00～10年代は「こじんまり系」「下町っぽさとおしゃれさ」「飲み屋

の魅力」「路地のまち」「ずっとここにいたい」といったタイトルが並ん

でいる。こうした面が三軒茶屋の個性、競合優位性と言えるのではない

か。 

 その中でも「路地のまち」がキーワードになると考える。ビル、建物が

建設され、新しく作られるまちでは、利便性はあるが、どこかよそよそ

しかったり、距離感を感じる。その中で「路地のまち」の近しさ、多様

性、混在感は、三軒茶屋にとってキーワードになるのではないか。 

 古くなった部分を取り壊して新しいものにしていけば良いという発想で

はなく、良さを大事にしながら新しいデザインをしていく視点がこれか

らは必要になるのではないか。たとえば台湾・台南は、従来の屋台や路

地の雑然とした感じなど、今ある雰囲気を大事にしながらリノベーショ

ンしている。新旧が共存していくようなまちのデザイン、発想も良いと

感じる。 

 

 まとめ 

 まちと人の関係性は時代により変わるが、現代はまちとの交感・交換

（シェア）が求められる時代になってきているのではないか。 

 まちや地域は、限られたキャパシティの中で持続可能性をいかに確保し

ていくかが重要であり、参入障壁の低さによるスタートアップのチャン

スが多いといった特徴がある。そういった意味では、まちや地域にこそ

可能性があり、新しい選択肢が生まれてきている。 

 国内外の事例をみると、新しい価値、新しいことが起こっている場所に

関心を示す人は多い。その中で、ホストとお客さん、与える人と与えら

れる人という関係性を超え、みんなでつくっていこうという意識が強く

なってきている。これからのまち、特に三軒茶屋でこうした動きが起き、

あるものを生かしながら多様な人が参加するデザインができると、非常

に面白いまちになるのではないか。 

 

 三軒茶屋のまちづくりについて 

（区から基本方針、まちづくり会議、今後のまちづくり等について説明） 

 三軒茶屋がというまちについて 

 三軒茶屋は、下北沢、二子玉川とともに、世田谷区の核で、広域生活・

文化拠点に三軒茶屋を位置付けている。三軒茶屋という名称の由来は、

江戸時代の三軒のお茶屋さんにあり、古くから広域から人を集める拠点

であった。 
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 現在も商店街を中心としたにぎわいがあり、三茶大道芸などでも多くの

人を集め、人口も増加している。その一方で、都市基盤は前回の東京オ

リンピック前後につくられたものが多く、現在の基準に表すと歩道が狭

かったり、滞留空間を整備されていないなどの課題があると考えている。 

 

 三軒茶屋駅周辺まちづくり基本方針(平成３１年３月策定)について 

 様々な方と一緒に連携をしてまちづくりを進めていくために策定した方

針である。将来のまちのビジョンである「進化し続ける交流のまち三茶

Crossing」には、様々な人が「交流」し続けている、様々な交通の「結

節点」となっている、にぎわいの商業・落ち着いた住宅が「組み合わさ

っている」など、様々な意味が込められている。 

 そのビジョンを実現する上で「つたえる」「つなげる」「はぐくむ」とい

う３つのまちづくりの方針、それに基づく９つの方策を掲げている。具

体的な取り組みについては、三軒茶屋駅を中心に４つのゾーンに分け、

機能イメージとしてまちづくりの方向性を大まかに示した。また都市基

盤イメージでは、南北移動円滑化や回遊性の向上、地下鉄駅を中心とし

たシームレスな地下空間のイメージを作成した。 

 

 今年度の取り組み 

 基本方針を踏まえ、具体的なまちづくりの進め方を区で考えるにあたっ

て、有識者、区民の方で構成する「三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員

会」を立ち上げた。 

 さらに多くの方にまちづくりを考えてもらうため、「三軒茶屋駅周辺ま

ちづくり会議」を２回開催した。延べ 130名を超える参加で、三軒茶屋

の魅力の共有や未来の姿、未来のためのアクションについて議論した。

魅力、課題ともに基本方針や区の考えと一致したものも多く挙げられて

いた。 

 

 今後のまちづくりの進め方 

 ２回のまちづくり会議、今日のシンポジウムを踏まえて、皆さんと一緒

にまちづくりを進めていくための計画「(仮称)三茶のミライ」の策定を

目標に、今年度は、計画策定のための素材を取りまとめたい。 

 来年度以降もまちづくり会議を継続し、多くの方と一緒にまちづくり考

え、進めていく場である「プラットフォーム」を構築していきたい。具

体的なものは、改めて案内したい。  

 

 トークセッション 

 自己紹介 

 東京都市大教授。都市計画が専門。三茶は渋谷駅から 3km圏であるが、

新宿駅から同じく 3km 圏にある中野で生まれ育つ。昨年から基本方針、

基本計画の検討委員として三茶に携わっている。（坂井氏） 

 昔はフリーライターとして活動していた。三茶は世田谷の玄関と呼ばれ

ている。エントランスにふさわしいまちの佇まい、古いものを生かしな

がらも新しい要素を加え、障害になっている要素を取り除いていく上で

は、区全体のことも考えていきたいと考えている。（保坂氏） 
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 茶沢通りに面する商店街の理事長を務めている。三軒茶屋には約 800 の

商店が散らばっている。インターネットとリアルの両面からお話をして

いきたい。（飯島氏） 

 本日では最も外部の人間。外部的な視点で本日は参加したい。（及川氏） 

 祖師ヶ谷大蔵の「大蔵」から来ました。大蔵は便利な商業施設こそない

まちだが、緩やかなまちと人の暮らしづくりに取り組んでいる。本日は

区内のほかのまちの人間という視点で参加したい。（安藤氏） 

 国士舘大学教授。太子堂の交通安全と防災を一緒に考える取り組みや、

三軒茶屋のバリアフリー構想の策定にかかわった経験がある。専門家と

して、言うべきことは言うスタンスで本日は臨みたい。（寺内氏） 

 公共空間・空地の活用などに取り組んでいる。二子玉川の駅前再開発に

携わった。三軒茶屋については、昨年度から基本方針、基本計画の検討

委員として関与している。（萩野氏） 

 

 三茶のイメージ 

 中野などと同じく主要駅から近く便利ということに加えて、住みやすい

環境があるのが特徴だと感じている。（坂井氏） 

 三茶で区の会議や知人との面会をすることが多いが、路地で新しい店を

発見する楽しさがある。国号 246号線で南北が分断されている欠点があ

るが、それをつなぐ商店街や個店が魅力である。世田谷区の玄関口とし

て考えた際に、ベビーカーや車いすでも歩きやすいような、ヒューマン

スケールのまちにしていきたいが、歩道が狭いなどのハード面での制約、

課題がある。先進的な事例では高速道路の廃止等の取り組みもあるが、

現実的には難しい。そこまでいかなくとも、車線を削るなど思い切った

ことを考えることも必要だろう。再開発という手法とこれまで話してき

た三軒茶屋らしさ、安全、人間らしさの両立をどうすべきかと考えてい

る。（保坂氏） 

 小さくてもきらりと輝く個人店の存在が三茶の魅力。不思議な人も多い

が、話してみると深く暖かくて、人間性を好きになる。そこから三軒茶

屋にはまっていく人が多い。この小さな集合体が三軒茶屋で、それをい

かに結び付けていくかが商店街、あるいは世田谷区の役割ではないか。

渋谷をメロンとするなら、三軒茶屋はブドウではないか。再開発はどう

してもメロン型になりがちだが、ブドウは一つ二つ取ってもブドウであ

り続ける。フレキシブルに変わっていけるのが三軒茶屋の魅力ではない

だろうか。（飯島氏） 

 まちには外部視点と内部視点がある。内部の人はまちの魅力を当たり前

のことだと思っていて、外部の人が魅力を発見するということがあるが、

三軒茶屋の場合は内部でそれができてしまうのではないか。内部にも

色々な方がいて、それを結びつけることによりもっと大きなポテンシャ

ルが発揮される予感がしている。東京は同じ属性の人同士が集まるまち

が多いが、多様な方々が一堂に会して価値観をぶつけあうような機会が

重要で、それができる交通の利便性やまちの雰囲気などが三軒茶屋には

あるのではないか。（及川氏） 

 第 1回まちづくり会議に参加した。こういう会は「整理整頓」や「便利」

等の話題になりがちだが、「雑」というキーワードで盛り上がったこと
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が印象に残っている。遠くの人を集めることも重要だが、まずは内部の

人から始めていくというのが重要ではないかと感じている。（安藤氏） 

 昔から住んでいる方も多いが、新しく移り住む若い人も多いイメージ。

「まちづくり」という言葉が広まったのは太子堂のまちづくりがきっか

けであり、これからもますます面白くなっていく期待があるが、ハード

はなかなか動かないという印象がある。三宿・池尻に住んでいたが、10

年ほど前に引っ越した。10 年前は世田谷の待機児童が非常に多く、世

田谷を離れざるを得なかった。そうした基盤をしっかり整備していくと

いう点は課題と認識している。（寺内氏） 

 三軒茶屋には 15 年ほど前に初めて来た。色々なものが混ざっていて、

どこまでが三茶か、三茶のカラーは何色かといったイメージが湧かなか

ったが、今ではその混在した状態が三軒茶屋であると思っている。課題

は、無料で居られる場所がないこと。駅を降りてぼーっとして居られる

場所が、世田谷公園の方まで行かないとない。（萩野氏） 

 

 暮らし・環境について 

 人口が減ってきた現代に、これまでの集合住宅のあり方でよいのかとい

う課題を持っている。パンに例えるなら、工場でつくる大量生産のパン

だけではなく、天然酵母のパン屋さんが日常にあってもよいのではない

か。私の運営する物件には人と人の信頼関係があるので、クレーム産業

といわれがちな不動産業界において、なにかトラブルがあっても、クレ

ームにはならず、そこにコストを割かなくてもよい。（安藤氏） 

 世田谷にはそういうことを求めている人も多い印象である。一方、

三茶の難しいところは、渋谷に近いので勝手に不動産価格が上がっ

ていってしまうところ。そういう中でも豊かな生活を送るためにな

にかアイデアはないか。（坂井氏） 

 ニューヨークの 1 階に花屋が多いのは、周辺のビルオーナーがまち

の 1 階に花屋があることの重要性を理解しているから、と聞いたこ

とがある。経済合理性だけでないまちのあり方を三茶でも実現でき

る余地はあるのではないか。（安藤氏） 

 「豊かさ」という言葉を、みんながまちを考えるプロセスの中でど

れだけ大事にできるかが重要。神奈川県の葉山町に住んでいるが、

葉山町は町内に鉄道を入れないと住民が決めている地域である。ま

た、オープンハウスという、イベント時に自分の家を美術館として

開放し、来訪者を受け入れる取組みもあり、経済性だけでない葉山

の豊かさはこうした交流の面に表れていると感じている。それは三

茶にもある気がして、これからも大事にしていった方が良いと考え

る。（及川氏） 

 

 商い・ビジネスについて 

 商店街はすごく変化してきている。物販店からサービス、飲食、医療と

いった店舗に変わってきている。物販店はインターネットに押されてき

ているが、三茶にはまだまだ魅力的な物販店が残っている。三茶では横

道が大事だと考える。街灯の整備等で横道をつなげ、路地を巡る中での

様々な発見ができるようなまちになれば、三茶はもっと豊かで面白いま
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ちになる。それをするためには、今ある三茶の面白いもの、魅力的なも

のをきちんと把握して、つないでいくことが必要である。再開発も大事

かもしれないが、その前に今ある日常を起点に取組みを始めることが重

要ではないか。（飯島氏） 

 三茶は縦ではなく横の人の動きが多い。地理的に高いところ、低いとこ

ろの人たちの交流をもっと活発にしていく必要がある。世田谷区では商

店街に入りなさいという条例があるが、罰則はないので商店街に入らな

い個店もある。今後はブドウの茎の部分をしっかりさせていくため、商

店街や区がもっと頑張っていく必要がある。（飯島氏） 

 もっとフリーランスの人たちが三茶に集まり、コワーキングスペースや

カフェなどを利用して、どんどん起業などしていってもらいたい。（飯

島氏） 

 三茶は地方から来て住む人が多いというイメージを持っていた。ただ、

近年は変わってきたと感じており、三宿も含め、とんがった人たちが集

っているイメージがある一方、パン屋さんが人気だったりと、様々なも

のがフラットに混ざりあっている印象がある。時代の流れも、王道なま

ちのカラーがなくなってきて、どの色も良いとする流れになってきてい

る。色々なものが混在した三茶はまさに、これからの時代にあったまち

と感じている。（萩野氏） 

 計画と一人一人の心の動き、この両方があらわになったときの感覚を大

事にしたい。私がかかわっている大蔵ではそれを大事にしたいと思って

いるが、三茶でどうするかというのはこの街の皆さんが決めることだと

おもう。（安藤氏） 

 

 基盤・交通・インフラについて 

 茶沢通りは幹線道路の位置付けであり、それを歩行者天国にするという

のは、普通は中々できないこと。それをできるのが三軒茶屋の特徴、素

晴らしさであるが、その一方、ほかにそういったことをできる場所がな

いというのが三茶の弱みでもある。基本方針の中でも「回遊性」という

言葉が何度も出てくるが、回遊性というのは思った場所に移動できると

いうこと。移動は、移動自体が目的にはならず、ほかにある目的のため

に移動が発生する。限られた時間の中であれもこれもしなければならな

いというのが日常生活であり、それを支えるインフラ・基盤が 246 とい

う大きな道路で分断されてしまっている。バスを利用するにも、往路は

行きやすいが、復路は 246 の反対側なので移動が困難というようなこと

も発生する。あらゆる人の暮らしを支えるうえで回遊性は非常に重要で

あるということを、三軒茶屋にかかわるようになって改めて感じている。

（寺内氏） 

 

 会場からのトークテーマ 

 子育てについては、ハード面で「授乳室がない」「おむつ替えスペースが

ない」といった意見がある。（坂井氏） 

 三茶でそのようなスペースはキャロットタワーくらいしかなく、いつも

待ちが発生しており、その間に子供が泣いてしまう。北沢タウンホール
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ではおむつ替えスペースを開放していたりもするが、三軒茶屋周辺はま

だまだ足りないという印象である。（参加者） 

 自由が丘でも子連れの方に優しいまちを目指し、授乳室をどこにつ

くったら良いかという研究を行うなど、子育て世代が過ごしやすい

まちをつくる取組が進められている。（坂井氏） 

 計画する側と個人の気持ち・感情をどう捉えていくかが、今後まちをつ

くっていくうえで非常に重要と感じた。三茶の人たちとコワーキングス

ペースをつくっているが、こうしたいという思いと、ビジネス上の視点

の両立が難しいと感じている。その点について、登壇者の皆様にお考え

をお伺いしたい。（参加者） 

 どのまちでも通らなければいけない論点である。個者が自分の事業

をどうしていくかという論点と、行政がまちをどうつくっていくか

は、基本的には別次元の問題である。その両者が交わり合うところ

で連携を進めることが重要であり、すべて個者でも、すべて行政で

もダメ。連携をどう整理・デザインしていくかという点が重要であ

る。（及川氏） 

 どこまで「弱い個の集団」でいられるかを大切にしている。三角形の

「伝達系」の組織ではなく、ゆるやかな「生態系」の集まりでいた

い。現代では LINE等のツールがあるので、例えばどこでお昼ご飯を

食べるかについても、上位から下位に伝達をするのではなく、直前

までみんなで話し合って決める社会に変化しつつある。従来の価値

観で見れば脆弱な組織となるが、私は脆弱さが大切であると思って

いる。（安藤氏） 

 それがまさに「プラットフォーム」かもしれない。（坂井氏） 

 「公共・基盤・インフラ」はハードなもののみと捉えがちだが、今

日のような場であったり、まちづくり会議といったプラットフォー

ムも「インフラ」である。（寺内氏） 

 何か三茶でビジネスを始めようと思った魅力や、始める上での課題はあ

るか。（坂井氏） 

 従来は海外志向だったが、数年前から世田谷をもっと知りたいと思

うようになり、意識的に知り合いを増やしている。その中で、意外

と同じようなことを考えていたり、面白い人がいたりするんだなと

いう発見があった。コワーキングスペースもそういった出会いの場

の一つであり、そういった人の出会い、つながりが生まれる場がも

っと増えていくと、新しいビジネスにもつながるのではないか。

（参加者） 

 三茶は人の出会いが生まれやすいまちということか。（坂井氏） 

 出会いが生まれやすいかどうかは分からない。それを増やして

いきたいという思いがある。（参加者） 

 会場からのトークテーマをもっと多く紹介して欲しかった。先程お話が

あった茶沢通りの歩行者天国は日曜日しか行われない。普段は狭い歩道

を自転車が行き交っている。淡島通りでは自転車通行帯があるにもかか

わらず自転車が歩道を走り、ルールが守られていない。（参加者） 

 本日いただいた意見は時間の都合上、この場ですべてを紹介するこ

とは難しい。後日区のホームページ等で紹介させていただく。（区） 
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 最後に 

 三軒茶屋が世田谷区の交通の要衝ということは、そこで行政手続きを行

う人も多いということ。太子堂の区の出張所は区内で最も混雑する。そ

ういったキャパシティをどう広げていくかという課題がある。世田谷区

は 5つの総合支所があるが、世田谷総合支所を三軒茶屋に持って来るプ

ランや、三軒茶屋駅周辺に点在する区民の生活を支える公共機能を玉電

の出口近くに集約できないかという案があった。賃料が高い等の理由で

進んではいないのが現状であるが、三軒茶屋を世田谷区の要所として捉

え、区として今後色々な取組みを進めていきたいと考えている。（保坂

氏） 

 人と人との交流が生まれるような、横と横とのつながりが生まれるよう

なまちにしていけるよう、計画策定やプラットフォームの組成を進めて

いきたいと考えている。本日はキックオフの位置付けなので、今後、本

日ご参加の皆様とも議論を交わしながらまちづくりを進めていきたい。

（坂井氏） 

 

以 上 
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グラフィックレコーディング 
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5 区民意見募集 

（1） 区民意見募集概要 

・意見募集期間 

   令和３年９月 15日（水）～令和３年 10月６日（水） 

  ・周知方法 

   区のおしらせ「せたがや」９月 15日号、ホームページ、区公式 Facebook、 

Twitter、メールマガジン、YouTube 配信、区政 PRコーナー、 

第４回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議（令和３年９月 25日開催） 

 

（2） 区民意見提出状況 

・意見提出人数 18人 

（封書１人、ファクシミリ１人、持参１人、ホームページ 15人） 

・合計意見数 38件 

大項目 中項目 件数 

第１章 

「三茶のミライ」策定の趣旨 

背景と目的  

策定にあたって  

対象区域  

位置付け  

基本方針  

第２章 

「三茶のミライ」で 

描くまちの未来像 

「まちの未来像」の描き方  

まちづくり会議と 

まちづくりシンポジウム 
 

まちづくりのテーマ  

９つの未来像 １ 

基本方針の方針・方策と 

９つの未来像の繋がり 
 

第３章 

９つの未来像実現に向けて 

体系  

未来像を実現したまちの姿 ２４ 

未来像実現のための取組み  

まちの空間デザイン ３ 

第４章 

今後の展望 

まちづくりの推進 ２ 

推進体制  

推進プロセス ４ 

その他 その他 １ 

「三茶のミライ」以外への意見 ３ 
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（3） 区民意見募集における意見の要旨と区の考え方 

番 

号 
意見の要旨 大分類 中分類 区の考え方 

1 自身も参加したまちづくり

会議での意見を９つの未来像

にまとめているが、もう少し

シンプルなキャッチが必要と

感じ、つまるところ「職住遊

のまち  三軒茶屋」を目指し

たいのだと思う。「職住遊」

というシンプルなワードに

し、それぞれがその項目に何

が足りないか、何を自ら足し

て行きたいのか、それを積み

上げるのがいい。 

第２章 ９つの

未来像 

まちづくり会議に、ご参加くださ

りありがとうございます。 

三軒茶屋駅周辺では、平成３１年

３月に策定した「三軒茶屋駅周辺ま

ちづくり基本方針」において、まち

のビジョンに「進化し続ける交流の

まち『三茶 Crossing』」を掲げてお

ります。「三茶のミライ」は、この

まちのビジョンを実現するために、

「みんなの計画」として、区民・事

業者・町会・商店街・大学など三軒

茶屋駅周辺に関わりを持つ多様な主

体が参加するまちづくり会議やシン

ポジウムで出し合った意見を大切に

しながら整理・分類し、より具体的

に導き出した９つのテーマを基に未

来像を描いてきました。 

未来像実現に向けては、住む人・

働く人・学ぶ人など地域の方をはじ

め三軒茶屋駅周辺に関わりを持つ

方々との連携により、情報発信や社

会実験などを行い、これを繰り返

し、積み重ねながら発展させ、まち

の未来像実現のための取組みを進め

てまいります。 

2 子育て世代向けのスペース

やコミュニティの充実とし

て、三軒茶屋交差点近くに、

大人はくつろぎ子供も楽しめ

るスペースがあるとありがた

い。子供の遊び場や交流の場

は少なく、散歩に行き必要な

買い物をして、その後ゆっく

り遊べる場所がないので滞在

時間は短くなる。 

第３章 未来像

を実現

したま

ちの姿 

未来像４には、「まちなかに広が

る公共的空間が居心地の良い場所を

生み、人とまちを繋ぎ、まち並みと

みどりが調和した良好な環境が、

人々の愛着心を育んでいる」姿を描

いております。これを実現するため

の取組みとして、「滞在性を向上さ

せる公共的な空間の利活用の推進」

や「商業空間の利活用により回遊性

を高めるための休憩場所などの整
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3 子どもと訪れて楽しい街に

なると嬉しい。子供と三茶に

行くと交通量の多い大通り

（危険性や騒音など）や、ゆ

ったりできる広場やベンチな

どがない、子連れで入れる店

が少ない、雨の日に過ごす屋

内や地下施設が少ないという

「居づらさ」がある。 

備」、「質、量ともに豊かな地域に

するための緑地空間整備」などをあ

げております。 

三軒茶屋駅周辺における公共空間

を活用し、住む人・働く人・学ぶ

人・訪れる人が、くつろぎ、交流で

きる空間を設けるなど身近な取組み

を展開しこれを積み重ね、子どもの

視点も大切にした居心地の良いまち

づくりにつなげてまいります。 4 子供達の「遊」の場をどれ

だけ作れるか。ふれあい広場

やいろいろな空間をもっと子

供に解放できないのか。引き

続き一緒に考えていきたい。 

5 世田谷区の玄関であり、電

車・バスのアクセスも良いの

に、夜の食事・飲み屋街に見

えるのは勿体ない。 

三茶らしい文化的な街が、

赤ちゃんからお爺ちゃんお祖

母ちゃんまで、居心地の良い

場所になることを期待する。 

6 三軒茶屋には、玉川通りが

あり、騒音、日当たりが悪

く、健全な街の体をなしてい

ない。 

7 衛生環境改善として、各テ

ナントの衛生観念向上の啓蒙

活動を一層強化し、地域や商

店街全体として一体感を持っ

て衛生向上に取り組んで頂き

たい。 

第３章 未来像

を実現

したま

ちの姿 

未来像４には、「駅周辺は清潔感

あふれる」姿を描いております。こ

れを実現するための取組みとして、

「定期的な美化活動及び路上喫煙禁

止の啓発活動の推進」をあげており

ます。 

良好な環境のまちづくりにつなげ

ていくためにも、清掃活動など身近

なことから始め、三軒茶屋駅周辺に

関わりを持つ方々と、まちの現状に

ついて情報共有しながら検討を積み
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上げ、地域の困りごとに対応できる

まちづくりにつなげてまいります。 

8 大通り（国道２４６号や世

田谷通り）で分断され、子供

を連れての階段の上り下りや

交差点を渡るのは躊躇する。 

三軒茶屋交差点を中心に周

囲を回遊するコミュニティビ

ークルやパーソナルモビリテ

ィなどがあれば気軽に足を伸

ばして三軒茶屋広域を楽しめ

る。自動運転の低速周遊バス

や小型グリーンスローモビリ

ティなど、子供も楽しめるの

で、検討頂きたい。 

第３章 未来像

を実現

したま

ちの姿 

三軒茶屋駅周辺は世田谷区都市整

備方針において、本区の「広域生

活・文化拠点」として、文化や観光

の発信地となっており、渋谷副都心

に近接し、道路・交通の集散する拠

点であることを活かし、商業・サー

ビス、業務、文化などの機能が充実

した拠点と位置づけています。 

「三茶のミライ」には、未来像５

に、「誰もが行きたいところに安心し

て移動ができ、まち全体が繋がって

いる。環境負荷の低い公共交通や自

転車、新たなモビリティなどの様々

な移動サービスが連携し、利用や乗

り換えが快適になっている」姿を描

いております。これを実現するため

の取組みとして、「新たなモビリティ

などの活用に向けた利用環境の整備

及び利便性向上促進」などをあげて

おります。 

モビリティに関する社会実験やま

ちの空間デザインに関する取組みと

ともに、交通利便性向上を目指した

公共交通などの乗換え機能集約など

他の未来像の取組みとも連携するこ

とで具体化し、回遊性が向上し安心

して気軽に出かけられるまちづくり

につなげてまいります。 

9 交通・運輸・輸送の点から

街をどうすべきか。商店街を

別の所に移転することも含め

て、集中より分散を考えて、

再検討すべきである。 

10 三軒茶屋は、世田谷区の交

通の中心であり、交通網を如

何に整備するかが大きな問題

である。世田谷線の他の手段

を考慮すべきである。世田谷

区役所への移動はどのように

するのか？新しい交通ネット

ワークが必要だろう。 
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11 未来像５の取組み「新たな

モビリティなどの活用による

利便性向上促進」実現のた

め、自動運転を見据えたオン

デマンドバス、キックボード

など具体的なモビリティの記

載、新たなモビリティが利用

しやすいようモビリティ空間

整備について、追加記載の検

討をお願いしたい。 

第３章 未来像

を実現

したま

ちの姿 

新たなモビリティの利便性向上を

促進していくためには、空間整備な

どを含めた利用環境の整備が必要で

あることから、未来像５の取組みを

「新たなモビリティなどの活用に向

けた利用環境の整備及び利便性向上

促進」といたします。 

具体的なモビリティの記載につい

ては、今後の技術開発などによる

様々な手法が考えられるため、イラ

ストを用いた表現をしております。 

12 未来像６の取組みについ

て、駅から地上への動線は狭

い階段とエレベーター２基

で、広く歩きやすい階段、エ

スカレーター、エレベータ

ー、地下空間の整備といった

歩行者ネットワーク改善によ

る交通結節点としての駅の利

便性向上、人々の活動促進に

ついて追加記載の検討をお願

いしたい。 

第３章 未来像

を実現

したま

ちの姿 

未来像５には、「地上や地下に広

がる複層的なまちなかを行き来でき

るなど、誰もが行きたいところに安

心して移動ができ、まち全体が繋が

っている」姿を描いております。こ

れを実現するための取組みとして、

「通行環境の向上を目指した歩きや

すい歩行者空間整備」や「南北方向

の分断回避を目指した道路横断機能

の整備」などをあげております。 

また、未来像６を実現するための

取組みとして、「交通利便性向上を

目指した、公共交通などの乗換え機

能の集約」、「地下空間における魅

力ある広場などの創出」などをあげ

ております。 

歩行者ネットワークの改善につい

ては、周辺開発などの機会を捉えた

改善も必要になると考えておりま

す。また、地下空間の活用には、多

くの課題や物理的要素もあります

が、公共的空間の創出やルールづく

り、歩行者ネットワーク改善も含

め、三軒茶屋駅周辺に関わりを持つ

方々と、こうした点について共有し

ながら検討を積み重ね、国道管理者

や交通管理者、鉄道事業者など関係

13 国道２４６号の歩道が狭す

ぎる。田園都市線三軒茶屋駅

も狭すぎる。２４６号の下に

地下道や地下街を作れない

か。 

14 世田谷線三軒茶屋駅から田

園都市線三軒茶屋駅へのアク

セスが悪く、歩く途中で雨に

濡れ、喫煙所から煙も流れ

る。アクセス通路の途中に、

イベントスペースや店などは

不要。通勤や行楽で三軒茶屋

は通過点である。 

15 世田谷線改札前と、世田谷

線～田園都市線の乗換経路に

ある三茶パティオの一部に屋
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根がなく、雨の日に傘を差さ

ざるを得ないので、屋根をつ

けてほしい。 

機関とまちの状況や情報共有を図

り、「三茶のミライ」の実現に努め

てまいります。 

16 「三軒茶屋は世田谷区の表

玄関」という言葉に相応しい

ものが描かれていない。表玄

関といえば行政の中心施設が

集約していることが想定され

るが、区役所の大きなものは

なく、せめて総合支所くらい

は移転しても良いと希望す

る。「表玄関」と表現するに

相応しく、世田谷区が覚悟を

決めて取り組む姿を見せて欲

しい。更に例えだが、未来像

７に災害に強く、安全・安心

のあるまちとあり、老朽化し

た消防署を取り込み、防災セ

ンター機能も併設するといっ

た姿勢を見せて欲しい。 

第３章 未来像

を実現

したま

ちの姿 

世田谷総合支所については、区民

の利便性の観点等から、移転整備に

向けた検討も重ねましたが、コスト

や規模、人員面、で課題が大きいこ

とから、現在の本庁舎敷地内に整備

することとしました。 

「三茶のミライ」では、安全・安

心に係る未来像のほか、未来像６に

「公共サービスを始めとした拠点な

らではの機能が集約されることで拠

点性が高まり、人々の活発な活動を

支えている」姿を描いており、これ

らを踏まえ、「三茶のミライ」の実

現に努めてまいります。 

 

 

 

 

17 三軒茶屋地域の生活環境の

安心安全を向上させる開発を

していただきたい。夜間・深

夜営業の飲食店が増えてお

り、酔っ払い等（落書き）、

治安が乱れるようになった。

深夜人口を増やすような開発

はしないでいただきたい。 

第３章 未来像

を実現

したま

ちの姿 

未来像６には、「拠点ならではの

機能が集約されることで拠点性が高

まり、人々の活発な活動を支えてい

る」姿を描いております。これを実

現するための取組みとして、「市街

地の再構築として高度利用などによ

る魅力ある拠点の創出と商業・業

務・滞在施設など機能集積」をあげ

ており、こうした集積にあたって

は、安全・安心が向上する開発を誘

導してまいります。 

また、未来像７には、「まちに関

わる人々が連携でき、防犯に対する

体制が整っている」姿を描いており

ます。これを実現するための取組み

として、「防犯パトロール活動の継

続体制構築と防犯体制の担う人材育
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成」や「まちの治安維持・向上を目

指した仕組み構築」をあげておりま

す。 

未来像の実現には、地域の方をは

じめ三軒茶屋駅周辺に関わりを持つ

方々と連携し、例えば、地域の防犯

パトロールなど身近なことから始

め、こうした取組みを積み上げ、安

全・安心の向上につながるまちづく

りを進めてまいります。 

18 「三茶のミライ」の未来

像、空間デザインの中からア

イデアを取り入れた再開発を

実現していきたい。 

街の建物には、防災面に問

題があり早急に改善を要する

ものなどもあり、再開発準備

組合も検討を進め、地権者が

再開発の推進を望んでいる。

現実的な街づくりに本格的に

着手していなければならない

のではないか。 

第３章 未来像

を実現

したま

ちの姿 

三軒茶屋駅付近は、老朽木造店舗

などが幅の狭い道路に沿って建ち並

ぶなど防災面での課題を抱えてお

り、「三茶のミライ」では未来像７

に、「建物の不燃化・耐震化・防災

空間の充実などにより、防災性が向

上している」姿を描いております。 

当該地区は、関係権利者により構

成する市街地再開発準備組合が、再

開発事業への合意形成に向け取り組

んでおり、区は「三茶のミライ」の

もと、魅力ある雰囲気を継承する空

間づくりについても創意工夫を図り

取り組む再開発準備組合の活動を支

援し、再開発事業に関する地域での

理解を広げ、９つの未来像実現に向

けたまちづくりにつなげてまいりま

す。 

19 再開発は、高い建物を建て

るイメージがあり、それで

は、三角地帯の景観や温かみ

が守りにくそう。 

しかし、防災の観点から耐

火の建物にするため、個別の

建て替えにあたり区が補助金

を出してもらえると助かる。 
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20 三軒茶屋及びその周辺は、

地震による大規模火災になる

危険性が大きいため、周辺部

を含めて大規模火災の起こら

ない街をつくること。 

第３章 未来像

を実現

したま

ちの姿 

三軒茶屋駅周辺は世田谷区都市整

備方針において、災害に強い市街地

の形成を図るため、防災性の高い建

築物の整備を誘導するなどとしてお

ります。 

「三茶のミライ」では、未来像７

に、「建物の不燃化・耐震化・防災

空間の充実などにより防災性が向上

している」姿を描いており、これを

実現するための取組みとして、「建

築物の建替えや面的整備などを契機

とした延焼遮断帯及び耐震化推

進」、「防災に関する情報発信」な

どをあげています。 

三軒茶屋駅付近では、市街地再開

発準備組合が多くの人で賑わう拠点

としての課題を解決するため、老朽

木造店舗などの更新に向け取り組ん

でおります。その周辺においても、

住民参加による防災まちづくりの推

進に力を入れており、建築物の不燃

化、耐震化の促進や、道路の拡幅整

備などを進めてきております。 

また、アートに関することについ

ては、未来像１に、「次世代に誇れ

るまちの歴史や文化が継承され、新

たなアートや文化が育まれ、まち全

体がアートや文化であふれている」

姿を描いており、まちの歴史や文化

を次世代に継承していく取組みも必

要と考えております。 

水害への対策については、国道２

４６号と茶沢通りなどが交差する三

軒茶屋交差点付近は、周辺地域より

標高が高い箇所となっており、過去

の浸水確認箇所一覧（平成元年～令

和３年１０月）において、区が把握

している浸水は確認されておりませ

21 アートに予算は割かない

で、インフラ整備に金をかけ

て、安全安心の街づくりを行

ってほしい。老朽化したマン

ション等を再開発して、安全

安心な街にしてほしい。 

22 国道２４６号と茶沢通りの

合流地にある三軒茶屋は、大

量の水流がぶつかり水害の恐

れがあると考えるが対策はど

うなっているか。 
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ん。一方で、交差点付近から離れた

緑道近くでは、浸水が確認されてい

るため、区では水害対策として、区

道の雨水を地中に浸透させるため、

浸透ますや透水性舗装などの整備を

しております。さらに、雨水処理す

るための公共下水道を管理する東京

都と連携しながら、対策に努めてま

いります。 

引き続き、災害に強く安全・安心

のあるまちの実現に向けて、取り組

んでまいります。 

23 三軒茶屋は小規模な店舗が

多くそれが魅力でもあるが、

まち全体で統一的な情報発信

がされると、知らなかった場

所や店舗を知るきっかけにな

る。地域 SNS や地域通貨の利

用促進、地域の店舗の混雑状

況が可視化できるサービス導

入など、まち全体で情報発信

やデータ基盤を整えること

で、日々足を運ぶ人の利便性

向上が増していく。 

第３章 未来像

を実現

したま

ちの姿 

まち全体での情報発信がされ、情

報が共有されることは、大切なこと

と考えております。こうしたご意見

を踏まえ、未来像９を実現したまち

の姿を「様々な形でまちづくりに関

われる機会が設けられ情報が提供さ

れている」といたします。 

また、未来像実現のための取組み

を「自主的なまちづくり推進体制及

び日常的な情報発信などによる取組

み参加推進の仕組み構築」とし、三

軒茶屋駅周辺に関わりを持つ方々の

利便性向上へ、取組みを積み上げ、

まちづくりにつなげてまいります。 

24 未来像６の取組み「公共的

空間の活用促進」の前提とし

て、多様な主体による質・量

ともに高いレベルでの公共的

空間の創出を促すため、官民

連携による公共的空間の整備

について追加記載の検討をお

願いしたい。 

第３章 未来像

を実現

したま

ちの

姿、 

まちの

空間デ

ザイン 

「三茶のミライ」の実現にあたって

は、官民連携は欠かすことのできない

取組みであり、区民・事業者・町会・

商店街・大学など、三軒茶屋駅周辺

に関わりを持つ多様な主体が連携し

た「みんなの計画」であるということ

を基本理念とし、９つの未来像実現

に向けての各取組みは、官民連連携の

要素を踏まえていくことを前提として

おります。 
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25 パブリックスペース確保に

は街区の再編、高度利用が前

提となるため、「拠点性を活

かした都市機能集積、パブリ

ックスペースの創出、防災性

の向上」の考え方に高度利用

の追加記載の検討をお願いし

たい。 

第３章 未来像

を実現

したま

ちの

姿、 

まちの

空間デ

ザイン 

パブリックスペースの創出には、

市街地の再構築による高度利用も有

効な手法と考えております。 

未来像６には、「拠点ならではの

機能が集約されることで拠点性が高

まり、人々の活発な活動を支えてい

る」姿を描いております。これを実

現するための取組みとして、「市街

地の再構築として高度利用などによ

る魅力ある拠点の創出と商業・業

務・滞在施設など機能の集積」をあ

げており、また、「まちの空間デザ

インの大切な４つのポイント」に

は、高度利用の手法も踏まえ、「拠

点性を生かした都市機能集積、パブ

リックスペースの創出、防災性の向

上」を記載しております。 

26 三軒茶屋のような回遊性の

ポテンシャルの高いまちのビ

ジョンにおいて、ウォーカブ

ルなまちづくりと関連するキ

ーワードが多数盛り込まれた

ことは、大変うれしい。特

に、シェアドスペース、時間

指定レーンマネジメントなど

は、ストリートデザイン・マ

ネジメントの主流となりそう

なキーコンセプトで、是非積

極的に取り組んでいただきた

い。 

第３章 

 

まちの

空間デ

ザイ

ン、ま

ちづく

りの推

進 

 

居心地が良く歩きたくなるウォ―

カブルなまちづくりは、三軒茶屋に

も大切な視点と考えております。 

「三茶のミライ」には、「まちの空

間デザインの大切な４つのポイン

ト」に、歩行者空間の充実や、回遊

性の向上、南北移動の円滑化、パブ

リックスペースの活用・創出をあげ

ております。 

今後、まちづくり会議の継続や、

国のまちなかウォーカブル推進プロ

グラムなども参考にしながら社会実

験を行うなど、小さな取組みを展開

し、三軒茶屋駅周辺に関わりを持つ

方々の連携を深め、多様な主体によ

るソフトとハードが一体となった大

きなまちづくりにつなげてまいりま

す。 

27 三軒茶屋地域や商店街に人

が回遊する事で、地域特性が

多様化し、文化や歴史がつく

られ、商店街も発展するた

め、南北の回遊性を高める事

は重要だと思う。建物の間の

２階以上の部分をつなげ地下

空間を開発して、地上に人が
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歩かないような動線の開発は

望ましくない。 

28 

 

歩道拡幅や仮設物を用いた

小規模なまちの居場所づくり

など、定石の手法や小さなア

クションの積み重ねと並行し

て、ぜひチャレンジングな都

市デザインが実現することを

期待している。 

29 「推進体制」について、

TMO（BIDが良い）を法人化

して早期に活動できるように

望む。参加者は一株主とな

り、責任ある参加主体としな

り、区も出資して一定の責任

（当初の中心市街地活性化法

の時のように）を持って参加

頂きたい。 

第４章 まちづ

くりの

推進 

持続可能な協働のまちづくりを推

進するためには、住む人・働く人・

学ぶ人をはじめとするまちづくりの

担い手となる方々や、まちづくり支

援組織、世田谷区がそれぞれの立場

や強みを活かしながら参加する体制

が必要と考えており、区は担い手の

一員として参加するとともに、公共

施設や公的施設の利活用に向けた調

整などの支援をしていきます。 

支援組織は、担い手同士の連携を

支援し、関係者間の調整を担うな

ど、まちづくりを中立的な立場で支

援していくことが必要と考えてお

り、今後、三軒茶屋駅周辺に関わり

を持つ方々と推進体制の構築に向け

た実現手法も検討してまいります。 

30 区民と行政が共に歩むため

の翻訳をするようなしなやか

さとクリエイティビティを備

えた公民の中間組織があると

良い。 

理論的には正しいのに実行

されない場合、そこに欠けて

いるものは何か。河を渡る橋

を三軒茶屋からまずかけてほ

しい。 

31 まちづくり会議などに参加

し、三軒茶屋に関心のある人

が沢山いることが分かった。 

誰もがまちづくりに関われ

る未来が一番大事と思い、い

い街になるかどうかの分かれ

道は、自分達の街を自分達で

作っていくという当事者がど

れくらいいるかだ。 

第４章 推進プ

ロセス 

誰もがまちづくりに関われること

は、あらゆるまちづくりに共通する

大切なことと考えております。 

「三茶のミライ」を基に、継続し

てまちづくり会議を開催し、三軒茶

屋駅周辺に関わりを持つ方々と情報

共有や意見交換を図り、新たなまち

づくりの担い手や支援組織の育成な

どに取り組んでまいります。 
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今後も積極的に参加し、作

り手の一人として関わってい

きたい。 

また、三軒茶屋駅周辺における広

場等の活用事例を踏まえ、公共空間

などの利活用の工夫を図り、まちづ

くりの気運と熟度を高めていきま

す。さらに、学識経験者や地元有識

者などの助言も受けながら、９つの

未来像実現に向け、まちづくりの担

い手が積極的かつ様々な形で関与で

きる推進体制の構築を目指していき

ます。 

今後もぜひご参加ください。 

32 パブリックスペース活用に

よる「くつろぎ、拠点性、地

域参加」は、魅力的なまちに

は欠かせない。一方、各未来

像がどの形になればゴール

か？をより明確にすべき。例

えば、キャロットタワー、ふ

れあい広場など、数多くの活

用事例があり、事例を深掘

り・見つめ直し、より具体的

な未来像を描く、この先区民

と考える機会を改めて作って

頂きたい。 

33 ９つの未来像は、すぐに取

り組めるものから長期的なも

のまである。街づくりは単線

でなく複線で取り組むのが良

いので、推進体制が整った

ら、それぞれのロードマップ

を描いて、複数のチーム編成

で取り組むと良い。 

まちの姿・未来像は、時代

とともに変わるので、これか

らも参加し、皆さんと議論を

重ねていきたい。 

34 ９つの未来を実現するため

に、今後の基本計画、基本設

計、実施設計に携わりたい。 

35 区の基本姿勢として個別の

三軒茶屋とその近隣地域のみ

を視るのではなく、本計画が

全区民にどう関わりどういう

利益をもたらすのか、区を俯

瞰する視点から吟味し考慮し

進めるよう要望する。 

その他 その他 世田谷区都市整備方針において、

商業業務機能及び文化情報発信機能

が集積し、全区的な「核」であると

同時に、本区を越えた広域的な交流

の場を「広域生活・文化拠点」と

し、三軒茶屋、下北沢、二子玉川駅
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周辺地区の３地区を位置づけていま

す。 

三軒茶屋駅周辺地区は、本区の文

化や観光の発信地となっており、渋

谷副都心に近接し、道路・交通の集

散する拠点であることを活かし、商

業・サービス、業務、文化などの機

能が充実した親しみやすく庶民的雰

囲気をもつ拠点とする、としており

ます。これに基づき三軒茶屋駅周辺

でのまちづくりの進め方を明らかに

する目的として、三軒茶屋駅周辺に

関わりを持つ多様な主体と「三茶の

ミライ」をとりまとめてきました。 

今後、社会実験や多様な主体と連

携した活動のフィードバックからま

ちづくり活動と広域生活・文化拠点

としてのまちの発展に向けた取組み

内容を具体化し、「三茶のミライ」

を実現に努めてまいります。 

36 区民サービスの地域格差・

偏りを是正するため、文化関

連事業に関して、二子玉川地

区においても三軒茶屋と同等

に区の資源の投下を要望す

る。 

「三茶のミラ

イ」以外への 

意見 

区の文化・芸術事業については、

区民サービスの地域格差や偏りが生

じることのないよう、関係機関と連

携し取り組んでいきます。 

いただいたご意見につきまして

は、今後の文化・芸術振興施策の参

考とさせていただきます。 

37 従来実施されてきた文化関

連事業の一定部分について、

玉川総合支所せせらぎホール

を意図的・積極的に活用する

よう要望する。 

区では、区民の誰もが文化・芸術

に触れ、体験・参加し、気軽に楽し

む機会を創出するため、区内各地域

のさまざまな施設を利用し文化・芸

術事業を展開しています。 

玉川せせらぎホールの活用につき

ましては、今後の事業計画検討の参

考とさせていただきます。 

38 区最南部（東玉川、奥沢一

丁目～四丁目）から自由通り

を経由して、三軒茶屋及び区

区では南北公共交通の強化や公共

交通不便地域対策に取り組んでおり

ますが、新たなバスの導入には、事
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役所へ直行するバス路線の新

設を推進するよう要望する。 

業の採算性やバスが通行する道路の

安全性の確保、沿道住民の理解な

ど、課題が少なくありません。 

いただいたご意見につきまして

は、今後の南北公共交通の参考とさ

せていただきます。 
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6 まちづくりニュース 

まちづくりニュースは、まちづくり会議やまちづくりシンポジウムなどのまちづ

くりの取組みの報告や、今後の情報など、検討状況等についてお知らせするため、

発行しています。第１号は令和元年２月に、第２号は令和２年２月、第３号は令和

３年 12月に発行しました。各記事の内容は、次頁以降に掲載しています。 
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三軒茶屋駅周辺は、個性的な飲食店が立ち並ぶ一方で、古き良き商店街のまちな

みが続くなど“トレンド”と“レトロ”、それぞれの魅力を活かしながら発展し
てきました。そんな“三茶”の駅周辺エリアで今、新たなまちづくりの取組みを

始めようとしています。今ある「ちょっと困った」が「いいな」に、「いいな」
が「もっといいな」になるよう、ハード・ソフトの両面から“三茶”がさらに楽
しいまちになることを目指します。そんな、まちづくりを進めるにあたり、三軒

茶屋駅周辺まちづくり会議を設置しました。まちづくり会議では”三茶”に関わ
る皆さんと一緒にまちのミライを考えていきます。

三軒茶屋駅周辺でまちづくりの取組みがスタート！

三軒茶屋駅周辺まちづくり 第１号

まちづくり会議ってどんなことをしているの？

まちづくり会議の目的は？ どんな取り組みをしているの？

まちづくりの検討体制

三茶に関わる様々な人たちと、連携
したまちづくりを進めるための機運
を醸成するとともに、まちづくりを
考え、取組むきっかけづくりを目的
としています。

三軒茶屋駅周辺
まちづくり会議

（プラットホーム）

三軒茶屋駅周辺
まちづくり検討委員会

世田谷区

三軒茶屋駅周辺まちづくりは、有識者
や地域関係者などで構成する「三軒茶

屋駅周辺まちづくり検討委員会」や区
民・事業者が幅広くまちづくりに参加
する組織「三軒茶屋駅周辺まちづくり

会議（プラットホーム）」と世田谷区
が連携を図りながら進めていきます。

2020年２月７日 発行

どんな人たちが参加しているの？ 会議の結果はどうなるの？

ワークショップやシンポジウムを通
じて、参加者同士で意見交換をした
り、有識者の知見なども活かしなが
ら、三軒茶屋の魅力や将来のあり方
などを考えています。

三軒茶屋に住む方だけではなく、近
隣在住、通勤・通学、三茶が好きな
人など、多様な人たちが参加してい
ます。年齢も10代の学生から80代の
高齢者まで幅広い構成です。

ワークショップの結果等を踏まえ、
今後の連携したまちづくりを進めて
いくための「（仮称）三茶のミライ
（基本計画）」策定に活かします。
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三軒茶屋駅周辺

ま ち づ く り

S

A

N

C

H

A

第2回ワークショップ11.9(sat)

これまでの三軒茶屋駅周辺まちづくりの取組みをご報告します。

第1回ワークショップ 10.26(sat)
まちづくり会議

-プログラム-

・「三茶のいいね」を共有しよう
・「三茶の魅力再発見マップ」を

つくろう

あなたが知っている三茶の魅

力をみんなにシェアしよう

-プログラム-

・三茶の「ミライ」を思い描こう

・「ミライ」へ向けたアクション

を考えよう

「イマ」を「ミライ」に近づ

けるアクションを考えよう！

オークラレストランスカイキャロット

池尻小学校第二体育館

参加者からの意見は

4面に記載の区HPから

見られます！

第１回目は、三茶のまちを一望できるオー

クラレストラン スカイキャロットにて開催
しました。初回ながら老若男女76名の方にお

集まりいただきました。

はじめに、参加者の方それぞれの「三茶の
いいね」について意見を出し合い、その場所

を駅を中心としたマップに落とし込みました。

第２回目は、池尻小学校第二体育館にて開

催し、第１回目から参加の方、２回目から新
しくご参加の方含め、59名が参加されました。

今回は、参加者それぞれが思い描く三軒茶

屋駅周辺の「理想のまちの姿」や「ミライの
自分と三茶のまちの関係性」に焦点を当て、

どうやったらそれを実現できるか、というア

クション（取組み）を考え発表を行いました。

三茶の今ある魅力を伸ばすための行

動・活動だけでなく、インフラをはじめ
様々な課題を整理し、向き合うことが大

切だという意見も多く寄せられました。

身近な一歩から大きな構想まで、各々
が考える「三茶のミライ像」を発表し、

会議は締めくくられました。

マップには、個性的な店舗が集中して

いるエリア、自然が多いエリア、三茶の
シンボルともいえるスポットなど、参加

者の“三茶愛”が続々と浮かび上がりま

した。「こんなお店知らなかった！」
「三茶にはこんな一面があったんだね」

など、会場は大いに盛り上がりを見せま

した。
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まちづくりシンポジウム 12.22(Sun) 

本シンポジウムは、三茶のまちづくりの機運

を高めていくため、様々なバックグラウンドを
持つ有識者、区民、商店街、事業者等と一緒に

考えていく場として開催しました。年末かつ冷

たい雨が降る日にもかかわらず、98名の方が集
まりました。

基調講演では「株式会社マガジンハウス」に

て地域に特化したWEBメディア“Colocal”の統
括プロデューサーを務める及川卓也氏が登壇し

ました。

-プログラム-
・基調講演
「メディアから見た“三茶”のまちの
魅力と課題」
・三軒茶屋のまちづくり
世田谷区による取組み報告
・トークセッション
7名によるパネルディスカッション

トークセッションの

内容はグラフィック

レコーディングを使

いまとめられました

トークセッションは、区長・有識者、三茶

周辺でまちづくりに取り組む事業者など7名が
登壇し「三軒茶屋の魅力と課題」についての

意見交換や「クロストーク」を展開しました。

クロストークでは、まちづくり会議で挙
がった主なテーマ及び会場からの意見を「暮

らし・環境」「商い・ビジネス」「基盤・交

通・インフラ」に分類。それを踏まえ、変
わってきたこと、変えるべきこと、変えずに

残すことなど、あたたかくも鋭いコメントが

飛び交い、熱い空気の中シンポジウムは幕を
閉じました。

昭和女子大学
学園 本部 館

及川氏は“三茶”をキーワードに、マガ

ジンハウスで出版した過去数十年分の雑誌
記事を独自に調査。一人暮らしのしやすさ、

下町っぽさとおしゃれさ、飲み屋や路地の

魅力、アットホームさなど、時代とともに
移り変わる三茶の姿を振り返りました。

「三茶を起点に、まちにあるものを生か

しながら、住む人と訪れる人という枠を超
え、多様な人が参加するまちづくりをして

いくと、非常に面白いのではないか」とい

うメッセージを投げかけました。
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まちづくりの
これから

世田谷区HPで最新情報をチェック

まちづくり参加者の声

チームを作って、商店街と
協力し住民発のイベントを
実施したい！
担い手不足の解消、地域デ
ビュー機会の提供にもなる
と思います。
（シンポジウム参加者）

若者の起業・事業創造
を支援する拠点を作り
たいです。
（シンポジウム参加者）

―三軒茶屋駅周辺まちづくりNEWS 発行元―

世田谷区 都市整備政策部 市街地整備課

〒154-8504 
東京都世田谷区世田谷4丁目21番27号
Tel： 03-5432-2556
Fax： 03-5432-3055

三軒茶屋駅周辺まちづくり

最新の情報は世田谷区市街地整
備課のホームページにて発信し
ています。今までのイベントの
開催報告や、次回のお知らせな
どはこちらで発信していきます
ので、ぜひご覧ください。

今後の動き

三軒茶屋駅周辺まちづくり会議の場で参加者の皆さんか

らいただいたご意見やご提案は内容を踏まえて、実施・
活動主体を考えながら実際の取組みとして整理できるよ

う、引き続き皆さんと連携しながら検討を進めていきま
す。今後も継続してまちづくり会議の場や区広報を通し、

この活動の進捗をお届けしていきたいと考えております
ので、今後ともご協力ください。

※実施内容については変更する可能性があります

和気あいあいのワーク
ショップで、かつ、発表
も素晴らしく、魅力のあ
る三軒茶屋への思いが良
く分かりました。
（ワークショップ参加者）

三茶の魅力を改めて発見・共感
することが出来ました。三茶は
愛されている街なのだと再認識。

（ワークショップ参加者）

居住住民の思いや願いを具体的な身近な事項か
ら解決していってほしい。各町会団体とのつな
がりを考えてみるのも一考です。地元の人々の
三茶を育て、生かし、守ってきた方々の行動力
も必要です。（ワークショップ参加者）

ジムや銭湯が集約してい
るので、そういった文化
や立地を活かして、健康
づくりに活かせたら良い
と思います。
（ワークショップ参加者）

災害弱者を支えるご近
所ネットワークの構築
が必要です。
（シンポジウム参加者）
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２０１９年１０月から始めた「三軒茶屋駅周辺まちづくり会議」は、新型コロナウ

イルス感染症拡大防止の観点から、今回はオンラインでの開催となりました。対面

の開催とは違った、オンラインならではのコミュニケーションが展開されました。

「第３回 三軒茶屋駅周辺まちづくり会議」を開催しました！

２０２１年２月２６日 発行

今回のまちづくり会議の目的

１ 「（仮称）三茶のミライ（基本計画）」（以下「三茶のミライ」という）に関

心を持ってもらう

２ 参加者から広くご意見をいただき、三茶のミライ策定に活かす

３ まちづくり活動の情報を共有し、新たな連携につなげ、活動の輪を広げる

第２回
まちづくり会議

発信する

共有する
動き出しの高揚感を

出会う
知る

考える

第１回
まちづくり会議

まちづくり
シンポジウム

第３回
まちづくり会議

どんなことが
できたら

ワクワクする？

モチベーションを

自分と三茶の関係性を
三茶の魅力と人に

2019年10月26日 2019年11月9日 2019年12月22日 2021年1月16日

※「第１回・第２回まちづくり会議」及び「まちづくりシンポジウム」については「三軒茶屋駅周辺まちづくりNEWS第1号」または
世田谷区のHPをご覧ください。

１ オープニング（主催者挨拶）
２ 「三茶のミライ」策定状況報告
３ 活動の紹介、意見交換
４ 今後の展望の説明
５ クロージング（活動紹介者の声）

フリータイム（参加自由）

まちづくり会議プログラム

「Remo Conference（リモカンファレン

ス）」を使用し、オンライン会場に活動

団体ごとのテーブルが設けられ直接対話

ができる仕組みです。

今回のWeb会議ツールについて

三軒茶屋駅周辺まちづくり 第２号
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第３回

三軒茶屋駅周辺
まちづくり会議 開催レポート

S
A
N
C
H
A

2021年1月16日に開催された第３回まちづくり会議の様子をお届けします。

当日は約120名以上の参加者（関係者含む）でにぎわいました。

「三茶のミライ」の策定状況についてご報告いたしました

現在策定中である「三茶のミライ」について、今までのまちづくり会議でのみな

さんの意見がどのように反映されているかや、「三茶のミライ」で実現していく

“まちの9つの未来像”について区から説明しました。参加者からのアンケート

では「三茶のミライ」についての意見をいただきました。

１ 個 性 豊 か な 店 が 通 り を 彩 る ま ち
２ 歴 史 を 継 承 し ア ー ト を 生 み 出 す ま ち
３ 暮 ら し 近 く に 「 働 く 」 が あ る ま ち
４ 拠 点 性 を 生 か し て 人 々 の 活 動 を 支 え る ま ち
５ 誰 も が ま ち づ く り に 関 わ れ る ま ち
６ 暮 ら し を 通 し て 様 々 な 関 係 性 が 生 ま れ る ま ち
７ く つ ろ ぎ の 空 間 が 育 ま れ る ま ち
８ 誰 も が 気 軽 に 出 か け ら れ る ま ち
９ 災 害 に 強 く 、 安 全 ・ 安 心 の あ る ま ち

～まちの９つの未来像～

多様な主体が共有できる未来像を設定するために、これまでのまち
づくり会議などで得られた意見から９つの未来像を導き出しました。

「三茶のミライ」に対して様々な意見をいただきました！（抜粋）

９つの未来像が揃えば理想的な街になると感
じた。具体的にイメージしやすいよう、「三
茶ならではのやり方」を示してもらいたい。

９つの未来像はいずれも間違っていないが、絞り込む
などして、他の拠点エリアと差別化ができると良い。

三軒茶屋は魅力的な店舗があるが、建物に囲まれ、広
い空間がなく、長時間の滞在を避ける要因にもなって
いる可能性もあることから、まちづくりを進める上で、

年代を問わずくつろげる空間が欲しいと考える。

新たに三軒茶屋に流入される方もオープンな街や、昨今
の災害にも強く、安心して生活できる街を目指したい。

一般の人が気軽にまちづくりに参加
できるプラットフォームが必要。

三茶の良さを保った低層の街並みによる
昭和レトロの魅力を訴求できればよい。

公共的な空間を活用して仮設物を用いた小
規模なまちの居場所づくりを始めたい。

コワーキングスペースを核としてオ
ンラインツールも活用したコミュニ
ティづくりに取り組みたい。

※まちづくり会議参加者アンケートより抜粋
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※まちづくり会議参加者アンケートより抜粋

まちづくり会議参加者からの感想（抜粋）

団体の活動紹介に加え、まちづくり・三茶・コロナ禍など多様な話題も

テーブルトークの活動紹介では、紹介者自ら資料を用意したり、ホームページを投影

するなど団体ごとに工夫がみられ、参加者は真剣に聞き入り質問を投げかけていまし

た。活動の領域を超え、さまざまなアイデア・気づきがありました。

各テーブルでの主な話題（抜粋）

・まちの歴史の広報 ・商店街の賑わい

・歩行者天国の活用 ・交差点の広場化

・空き家の活用 ・子どもの遊び空間の不足

・世田谷線沿線でのまちづくりについて

・若年層のまちづくりへの巻き込み方

・まちづくりと再生エネルギーの関係

・「らぷらす」の利用者の特徴

・孤独死防止の取り組み

最前線でまちづくり活動を行う各団体と直接対話の場を実現！

区を含め21のまちづくりに関わる団体が、団体ごとに９つの未来像につながるトー

クテーマを設定し、参加者の方々と活発に意見交換を行いました。

まちづくり活動紹介団体 ロゴ一覧

※まちづくり会議当日のまちづくり活動紹介団体の一覧については区のHPからご覧いただけます。

色々な方の話を聞き、自身の活動で未
来像を目指せると感じることができた。

自分の中で完結していた活動に化学反応
が起き新しいものが生まれる予感がした。

１テーブルに６人という少ない数だから
こそ密なコミュニケーションがとれた。

普段は接点のない方と話せ、実際に活動
を始める話にもなり有意義な会議だ。

問題意識を共有している人がたくさん
いることが確認できた。

色々な方と話をする場の重要性を認識
し今後も積極的に参加したいと感じた。
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ご参加いただいたまちづくり活動団体のみなさまからの声（抜粋）

「三茶のミライ」と「まちづくり会議」のこれから

「三茶のミライ」は「第３回まちづくり会議」でのテーブルトークや

意見等も踏まえながら、今後、区民意見募集や説明会などを経て、令

和３年度の策定を目指していきます。また、まちづくりを推進するた

めにも「まちづくりの担い手同士を繋ぐ機会（まちづくり会議）」を

継続していくことが重要であり、第３回まちづくり会議の結果を踏ま

え、今後のまちづくりの進め方について検討をしていきます。

遠い目標に感じていた三茶のミライの9つの未来像が、参加者と話したり
意見を聞くことで、自分たちの団体が行っている活動でも未来像に近づけ
ると考えることができる機会であった。これまでに内部で完結していた活
動のアイデアも、他の団体と協力することで新しいことが生まれそうな予
感がした。

想像していたよりも楽しかった。普段活動している空間では接点がない人々
に出会えたのが面白かった。参加者との会話の中で、実際にいくつか活動し
てみようという話になった。

区長をはじめ普段お話する機会がない人々と話せてよかった。日頃自
分たちが調査・研究の中で感じていることを参加者の方々も同じよう
に感じていることが確認できた。色々な立場の人と情報共有できたの
が一番の収穫だった。

三茶WORK

社会福祉協議会 子育てサロン おきらくごきらく広場

国士舘大学 都市デザイン研究室（西村研）

「三茶のミライ」の策定や「三軒茶屋駅周辺

まちづくり会議」など三茶のまちづくりに関

連する情報は世田谷区のホームページにて随

時発信しています。イベントの開催報告や、

次回のお知らせなど

最新情報を今後もお届けいた

しますので、ぜひチェックし

てください！

世田谷区HPにて最新情報を発信

三軒茶屋駅周辺まちづくり

三軒茶屋駅周辺まちづくりNEWS 

第２号

－ 発行元 －

世田谷区 都市整備政策部

市街地整備課

〒154-8504 

東京都世田谷区世田谷4丁目21番27号

Tel： 03-5432-2556

Fax： 03-5432-3055
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